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今月号のトピックス

◆障害者用に音声版・点字版の広報も発行しています。ご希望の
かたは障害福祉課(☎072－433－7012)へお問合せください。
　また、障害のあるかたでイベントなどに参加する際配慮が必要
な場合は、各問合せ先へご連絡ください。可能な限り対応します。

●貝塚市観光振興ビジョンを策定しました…２ページ

●特認校永寿小学校でのびのび学びませんか！…３ページ

●貝塚プレミアム商品券…７ページ

●市制施行80周年
　つげさんのぷちストラップを作ろう！…11ページ

●貝塚市吹奏楽団ブラスバンドライブin山手2023…15ページ

　７月８日(土)二色の浜海水浴場で４年ぶりの海開きが行われました。
安全祈願の神事の後、わきはまこども園の園児たちが初泳ぎし、海水浴
を楽しんでいました。
　また、二色の浜リニューアルイベント「海開きSUMMER FESTA 2023」が
開催され、たくさんのかたで賑わいました。今後、二色の浜公園は国際
認証「ブルーフラッグ(※)」の取得を目指して『キレイ・安全・誰もが
楽しめる優しい海』に生まれ変わります。
※水質・環境マネジメント・環境教育と情報・安全とサービスについて
の基準を達成することによって与えられる国際環境認証です。

 魅力かがやき　未来へつなぐまち　貝塚 魅力かがやき　未来へつなぐまち　貝塚
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貝塚市観光振興ビジョンを策定しました貝塚市観光振興ビジョンを策定しました

　交流人口・関係人口(※)の拡大や地域活性化を目的に「貝塚ならではのまちづくり」や「にぎわいのあるまちづくり」の実現に向け
て、市民、事業者、関係団体、行政などが一体となり、同じ方向で観光振興に取り組めるよう本市の観光における将来像などを示す「貝
塚市観光振興ビジョン」を６月21日に策定しました。詳しくは、ホームページをご覧ください。
※交流人口：観光などその地域を訪れる人びと。　関係人口：継続的に地域と関わる観光以上定住未満の人びと。

貝塚市の観光の課題

貝塚市の観光の将来像と戦略

推進体制

●「すいてつ」の愛称で親しまれる市内を東西に走る
　「水間鉄道」
●海水浴や潮干狩り、夕日鑑賞などの様々な体験ができる
「二色の浜海水浴場」

●歴史や文化が学べる願泉寺を中心とした寺内町
●グランピングや収穫体験、アウトドア体験などが楽しめる
●水なすやたけのこ、つげ櫛などの泉州を代表する特産品
●だんじり祭りや太鼓台祭りなどの祭礼文化

●ポテンシャルのある観光資源が十分に活用されていない
●宿泊施設や飲食店、特産品を購入できる場所が少ない
●鉄道駅からの二次交通網が脆弱
●観光駐車場やトイレなどの観光地に必要なインフラが不十分

課題１市民がまちの魅力に気づき、まちへの愛着や誇りを育むため主体的に
取り組む「既存の地域資源の磨き上げ」「新たな魅力資源の創出」

課題２魅力資源に触れる「商品づくりと機会づくり」
課題３公民連携による「観光インフラづくり」
課題４貝塚の隠れた魅力と新たな魅力を市内外に伝える
　　　公民連携による「情報発信・共有の体制づくり」

将来像

　水間鉄道は、市内の観光周遊を促進させる必要不可欠
な交通インフラであるとともに令和７年に開業100周年
を迎える大切な観光資源です。
　「すいてつ」が海、まち、山を結び、人との出会いや
巡り合いのあるまちとして、交流人口から関係人口へと
つながる期待を込めています。

　本ビジョンを推進していくためには、公民連携、政策間連携、広域連携など、様々な連携が必要です。また、観光に係る社会情勢や地
域事情の変化は激しく、それに応じて柔軟に対応していくことも求められます。推進体制および推進管理組織を構築し、外部組織との連
携を含む様々な連携を円滑に進めるとともに、進捗を管理していくこととします。

戦略１「チャレンジ戦略」：市の観光振興を将来的に担うような市民・事業者の主体
的な取組みを創出し、事業化をも視野に入れた仕組みづくりを推進します。

戦略２「パッケージ化戦略」：観光施設、店舗、温泉、宿泊施設、および水間鉄道や
旅行会社などと連携し、誘客・観光周遊を促すための魅力的なテーマのパッ
ケージツアーなどの商品づくりを推進します。

戦略３「インフラ戦略」：公民連携により二次交通や観光・交流
拠点(トイレや駐車場など)の拡充・整備を推進します。

戦略４「プラットフォーム戦略」：市民、事業者、関係団体など
が事業や取組みの推進に向けた意見交換や協議の場を作
り、観光振興やまちづくりの協力・連携を推進します。

将来像を実現するための４つの戦略

ホームページ

問合せ先　魅力づくり推進課☎072－433－7192問合せ先　魅力づくり推進課☎072－433－7192

強み

弱み

水間鉄道で結ぶ
ええとこ！うまいもん！おもてなし！ 
人が出会い巡り合うまち、かいづか

貝塚市の観光資源

　市の観光資源の把握に当た
り、上位計画、関連計画との
整合を図るため、それらの計
画において定められたゾーニ
ング(区域)に基づく整理を実
施しました。

　資源の把握について
は「市民ワークショッ
プ」および既存のデー
タベース(観光協会、
各種検索サービスな
ど)の活用により抽出
を実施し「名所(ええ
とこ)」「食(うまいも
ん)・宿泊」「体験(お
もてなし)」の３つの
軸で分布状況を整理の
上、各ゾーンの特徴に
ついて分析しました。

マリンスポーツ
マリンアクティビティ

貝塚寺内町
歴史的まちなみ

里山
せんごくの杜

水間門前町

地場野菜（馬場なす
たけのこ・しいたけ）

アウトドア
キャンプ
ハイキング

地場野菜（みつば
しゅんぎく・紅ずいき）
果物（いちご
みかん・ぶどう）

地場野菜
（水なす・貝塚澤茄子

しゅんぎく・みつば・たまねぎ）

市民・市内事業者・観光まちづくり関係者
関係団体・行政

庁内連携プロジェクトチーム
（魅力づくり推進課事務局）

貝
塚
市

推
進
体
制

関
係
各
課

貝塚地域ブランド
推進協議会(※)
観光関連団体

実行部隊

広域組織

推進管理組織

貝塚観光振興ビジョン推進協議会
(本ビジョン策定委員会を母体に設立予定)

・(一社)KIX泉州ツーリズムビューロー
・(公財)大阪観光局
・紀泉連絡会
・恋人の聖地観光協会

プラットフォーム 連携

報告

進捗管理

連携

連携調整

連携

※一部抜粋

ええとこ！うまいもん！おもてなし！ 

葛城山ブナ林が
国の天然記念物に

指定され、今年３月に
100周年を迎えました

※今年４月に
市と商工会議所で
設立
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～自分の力で未来を切り拓く子どもの育成をめざす～

特認校永寿小学校でのびのび学びませんか！

問合せ先　学校教育課☎072－433－7113

　特認校制度とは、特色ある取組みをしている小学校を教育委員会が特認校として指定し、その特色ある教育環境の中で学びた
いという子ども、学ばせたいという保護者に対して、通学区域に関係なく市内のどこからでも転入学を認める制度です。
　特認校である永寿小学校は、少人数だからこそできる、特色のある教育プログラムと個別最適な指導によって、子ども一人ひ
とりの可能性を最大限に引き出すことをめざしています。

　大阪体育大学の学生が、年間を通じて
体育の授業をサポートします。学級担任
と学生が一緒に授業を行い、子どもたち
が体を動かす楽しさを味わいながら、意
欲をもって活動することができるような
学習環境づくりをしています。

　大阪体育大学体操競技部(女子)監督 の
田原宏晃先生を招き、放課後にマット運
動の指導を行っています。より専門性の
高い指導により、得意・不得意にかかわ
らず、楽しみながら運動技能を身につけ
ることができます。

　年間を通じて、ASタイム(放課後活動)やクラ
ブ活動の時間に、永寿小学校出身のプロゴル
ファーによるゴルフ指導を実施しています。校
区にある「水間ゴルフクラブ」にも協力してい
ただき、実際にゴルフ練習場やコースで活動し
ています。

　朝と放課後の時間を活用し、広々と使
える運動場と体育館で、遊びを通じた運
動を行っています。教職員や大阪体育大
学の学生とともに、子どもたちが楽しみ
ながら体力を向上できるような取組みを
実施しています。

　全児童を対象に、年２回の体力テス
トを実施しています。低学年から継続
することで、自分の成長を感じながら
目標をもって取り組めるようにしてい
ます。

　令和５年度の全校児童は49人です。
全教職員が子ども一人ひとりの得意と
苦手を把握し、それぞれに応じたきめ
細やかな指導を
行っています。

　週に３回実施している放課後学習で
は、宿題や自分の苦手なところの復習
などを中心に、子どもの状況に合わせ
た学習を行っています。

　一人ひとりの誕生日をみんなで祝う
「ハッピーバースデープロジェクト」や、
全児童が混合で４つのグループに分かれて
行う「たてわり活動」など、学校全体で取
り組む行事が盛りだくさんです。
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４

　大阪体育大学の先生や学
生に指導してもらえること
がありがたいし、心強い。
　子どもも、楽しみながら
授業などに取り組むことが
できている。

　学力の伸びを感じるこ
とが多い。
　少人数ならではの指導
で、細かく見ていただい
ていると感じている。

　環境すべてが手厚い。
　先生方一人ひとりが子ども
の名前を覚えてくれていて声
をかけてくれる。
　ほかの学年の子どもたちも
声をかけてくれる。

永寿小学校の紹介動画は
コチラからご覧ください

声

保

護
者のみなさ

ま

大阪体育大学との連携

体操競技指導 放課後に行う学習活動

ゴルフ指導

少人数をいかした個に応じた指導

朝と放課後の時間における体力向上

子どもたちのつながりを
大切にした取組み

全児童が取り組む「体力テスト」

体力向上の取組み

集団づくり

少人数によるきめ細やかな指導

子どもの夢と才能を
開花させるために、
全力でサポートします！
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ピ
ー
タ
イ
ム
♥

日
時　

９
月
22
日(

金)

午
前
10

時
～
10
時
40
分

対
象　

１
～
６
カ
月
位
ま
で
の

子
ど
も
と
保
護
者

定
員　

７
組(

定
員
に
な
り
次

第
締
切)

申
込　

９
月
13
日(

水)

午
後
１

時
～
電
話
で

◆
運
動
会
～
み
ん
な
で
楽
し
く

体
を
動
か
そ
う
～

日
時　

９
月
27
日(

水)

午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定
員　

15
組(

定
員
に
な
り
次

第
締
切)

申
込　

９
月
12
日(

火)

午
後
１

時
～
電
話
で

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

市
立
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

(

名
越
１
０
８)

☎
０
７
２
・
４

６
８
・
８
２
２
４

 

子
ど
も
・
子
育
て
交
流
施
設

つ
げ
さ
ん
広
場

◆
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
ヨ
ガ
ク
ラ
ス

日
時　

８
月
18
日(

金)

、
９
月

13
日(

水)

、
10
月
13
日(

金)

午

前
10
時
10
分
～
10
時
50
分

講
師　

繁
千
代
美
様(

マ
マ
と

ベ
ビ
ー
の
ヨ
ガ
認
定
講
師)

対
象　

３
カ
月
～
２
歳
の
子
ど

も
と
保
護
者

定
員　

４
組(

定
員
に
な
り
次

第
締
切
、
初
め
て
の
か
た
優
先
。

初
め
て
の
か
た
以
外
は
開
催
日

１
週
間
前
か
ら
受
付)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

つ
げ
さ
ん
広
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
え
ー
る(

近

木
町
４‐

１)

☎
０
７
０
・
５

０
４
１
・
２
５
６
７(

平
日
午

前
10
時
～
午
後
３
時)

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ひ
だ
ま
り

◆
マ
マ
ヨ
ガ
で
気
分
は
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ

　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
１
日(

金)

午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　

保
健
・
福
祉
合
同
庁
舎 

３
階
大
会
議
室

講
師　

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
の
保

護
者

定
員　

10
人(

定
員
に
な
り
次

第
締
切
、
保
育
は
10
人
ま
で)

持
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト(

お
持
ち

の
か
た)

、
飲
物

申
込　

８
月
18
日(

金)

午
前
10

時
～
窓
口
・
電
話
で

申
込
・
問
合
せ
先　

子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り(

保
健
・

福
祉
合
同
庁
舎
２
階)

☎
０
７

２
・
４
３
３
・
７
０
６
４

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

み
な
み

◆
縁
日
デ
ー

日
時　

８
月
29
日(

火)

午
前
10

時
～
11
時
30
分

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定
員　

15
組(
定
員
に
な
り
次

第
締
切)

申
込　

８
月
17
日(
木)

～
23
日

(

水)

午
前
10
時
～
午
後
４
時
に

電
話
で

◆
サ
ー
キ
ッ
ト
遊
び(

申
込
不
要)

日
時　

８
月
31
日(

木)

午
前
10

時
～
11
時

対
象　

２
歳
ま
で
の
子
ど
も
と

保
護
者

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先　

貝
塚
南
こ
ど
も
園(

地
蔵
堂
２
３

８-

1)

☎
０
７
２
・
４
３
２
・

４
７
３
５

　

こ
ど
も
デ
イ
ケ
ア
い
ず
み

　

令
和
６
年
度
入
園
児
募
集

　
対
象　

就
学
前
で
運
動
や
言

語
・
行
動
面
な
ど
で
の
発
達
の

遅
れ
が
気
に
な
る
子
ど
も

申
込　

９
月
１
日(

金)

～(

土

日
祝
除
く)

場
所
・
見
学
・
申
込
・
問
合
せ

子
育
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
電
子
書
籍
版

　

令
和
５
年
度
版
か
い
づ

か
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を

ホ

ー

ム

ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

子
育
て
支
援
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０

９
０

市
立
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

◆
水
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー

　

水
着
や
水
あ
そ
び
用
お
む

つ
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
22
日(

火)

午
前

10
時
～
11
時(

雨
天
中
止)

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と

保
護
者

定
員　

15
組(

定
員
に
な
り

次
第
締
切)

申
込　

当
日
午
前
９
時
～
電

話
で

◆
お
ひ
さ
ま　

え
ん
に
ち

日
時　

８
月
29
日(

火)

午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と

保
護
者

定
員　

15
組(

定
員
に
な
り

次
第
締
切)

申
込　

８
月
22
日(

火)

午
後

１
時
～
電
話
で

◆
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
♥

あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
ハ
ッ

先　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
デ
イ
ケ
ア
い
ず
み(

東

山
２
‐
１
‐
１)

☎
０
７
２
・

４
２
１
・
３
０
０
０　

　

児
童
扶
養
手
当

　

９
月
期(

７
・
８
月
分)

の
児

童
扶
養
手
当
を
９
月
11
日(

月)

に
受
給
者
の
口
座
に
振
込
み
ま
す
。

問
合
せ
先　

子
ど
も
福
祉
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０
２
１

　

就
業
支
援
講
習
会

　

受
講
生
募
集

　　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
や
寡

婦
の
か
た
が
対
象
で
す
。

◆
パ
ソ
コ
ン
初
級　

ワ
ー
ド
の

基
礎
と
エ
ク
セ
ル
３
級
【
日
商

Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
活
用
】

日
時(

全
８
回)

　

10
月
22
日
～

12
月
17
日(

11
月
12
日
除
く)

、

日
曜
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

高
槻
市
立
総
合
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー

定
員　

25
人(

多
数
の
場
合
は

抽
選)

費
用　

８
０
０
０

円(

教
材
費
な
ど)

申
込　

メ
ー
ル
ま

た
は
、
往
復
は
が

き
に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名

(

ふ
り
が
な)

・
年
齢
・
職
業
・

電
話
番
号
・
志
望
動
機
、
保
育

希
望(

対
象
は
２
歳
～
就
学
前)

の
場
合
は
子
ど
も
の
氏
名
・
年

齢
を
記
入
し
郵
送

締
切　

９
月
22
日(

金)

消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先　

〒
５
３
７-

０
０
２
５　

大
阪
市
東
成
区
中

道
１-

３-

59　

大
阪
府
立
母

子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
06
・
６
７
４
８
・
０

２
６
３

子
ど
も
食
堂
な
ど
を

応
援
し
よ
う
！

受
付
で
き
る
も
の

①
賞
味
期
限
が
２
カ
月
以
上
あ

り
常
温
保
存
が
可
能
で
未
開
封

の
も
の

　

米
・
菓
子
類(

個
包
装
さ
れ

た
も
の)

・
乾
麺
類
・
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
・
缶
飲
料
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
飲
料
・
缶
詰
・
サ
ラ

ダ
油
・
調
味
料
な
ど

②
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
・
食
品

ラ
ッ
プ
・
紙
コ
ッ
プ
・
紙
皿
・

割
り
箸
・
使
い
捨
て
ス
プ
ー
ン

な
ど
未
開
封
の
も
の

受
付
で
き
な
い
も
の

　

生
鮮
食
品
・
冷
凍
食
品
・
冷

蔵
食
品
・
ア
ル
コ
ー
ル
類
・
手

作
り
加
工
品
・
賞
味
期
限
の
記

載
の
な
い
も
の
や
２
カ
月
未
満

の
も
の

受
付
日
時　

８
月
25
日(

金)

午

前
10
時
～
午
後
３
時

受
付
場
所　

市
役
所
１
階
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

問
合
せ
先　

子
ど
も
相
談
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０
２

２

　家族でキャンプめし作り体験や野外活動をしませんか？動きやすい服

や履き慣れた靴でご参加ください。

日時　①８月26日(土)②９月９日(土)午前11時集合、午後３時解散

場所　府立少年自然の家(木積)

定員　各５組程度(定員になり次第締切）

費用　1人500円(３歳以上・当日徴収)

申込　８月11日(金)から二次元コードで

締切　①８月16日(水)②８月30日(水)

問合せ先　㈱マイドマインド(山本)☎090－1708－6701

メール

お
し
ら
せ

ひ
ろ
ば

ホームページ

貝塚市めぐりつながりあい事業子育て世代向けイベント

親子でキャンプめし体験

申込

市
・
府
民
税

第
２
期
分
納
期
限
は

８
月
31
日（
木
）

 

市
税
の
納
付
は
、
金
融

機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
ほ
か

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
決
済
な
ど

も
利
用
で
き
ま
す
。
便
利

で
確
実
な
口
座
振
替
も
随

時
受
付
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

納
税
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７

２
６
０
／
７
２
６
１

個
人
事
業
税
第
１
期

分
納
期
限
は
８
月
31

日（
木
）

問
合
せ
先　

泉
南
府
税
事

務
所
☎
０
７
２
・
４
３

９
・
３
６
０
１

８月は「こども110番月間」

５つの約束まもろうね！

問合せ先　社会教育課☎072－433－7125

①一人で遊びません。
②知らない人について行きません。
③つれて行かれそうになったら大声を出してたすけをもとめ、「こども110
番の家」へにげこみます。
④だれとどこで遊ぶか、いつ帰るかを家の人に言ってから出かけます。
⑤お友だちがつれて行かれそうになったら、すぐに大人の人に知らせます。
※こどもたちが登下校や遊びで外出する際には、防犯ブザーやホイッスル
を持たせ、しっかりと活用するように教えましょう。

広告
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高齢になる前からの準備が大切です
　日本では高齢化が進行し「一生元気に暮らす」というあたりまえに思
えていたことが難しい時代になっています。
　一つには医療が発達したために動けなくなっても長期間延命できる
ようになったことがあげられます。「生きていれば良い」という観点で
は素晴らしいことですが、それは皆さんが望んでいる生き方でしょう
か？少なくとも「生きているのが楽しい」と思えることが重要だと思い
ます。そのためには元気なうちからの健康管理が大切です。
　生活習慣病の改善や社会環境への対策が重要となってきます。昔か
ら言われている、規則正しい食生活、こまめな運動、睡眠をしっかり
とることなどを実践することが大事です。また仕事を辞めた後、社会
的な責任が薄れてくると生きがいをなくして、病気のことばかり気に
なるかたが増えています。
　誰にでも最期の日は必ず訪れます。歳をとることは止めることがで
きないので、心配するよりも毎日を楽しく過ごすことの方が大事だと
思います。仕事を続けられるかたは、なるべく辞めないほうが気持ち
の張りを保てるので続けることをお勧めします。心身の健康を最期ま
で保てるように元気なうちからケアを行っていきましょう。
問合せ先　貝塚市医師会☎072－423－4130

低気圧と歯痛
　歯科医師になって気づいたことですが、天気が悪くなると歯や歯

ぐきに痛みが出る患者さんが多くなります。

　私は患者さんを治療して40年近くになりますが、そのような事例

をよく経験しますし、古くは江戸時代末期に活躍した葛原勾当(くず

はらこうとう)という人の日記に気象と歯痛の関係が頻繁に登場しま

す。具体的には悪天候のとき低気圧が近づくと気圧の変化により、

大きな虫歯、治療中の歯、神経を取った歯、歯の根の先や周りが化

膿している歯、これらに痛みが出やすいことがあります。

　この現象と似たもので、低気圧頭痛がよく知られています。こち

らは、耳の奥にある内耳という器官が気圧の変化により刺激を受け

ることで頭痛やめまい、ぜん息などの身体の不調が引き起こされる

ものです。内耳は、身体の中で気圧の変化を知るセンサーであり、

特に強い気圧の変化によって自律神経に乱れが生じたりあるいは血

管が拡張することが身体の様々な不明の原因となります。

　このような不調のうち、歯痛に関してはかかりつけの歯科医院で

歯のチェック、治療をしていただくのが良いでしょう。

　

検
診

　

い
ず
れ
も
要
予
約
で
す

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切)

。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
予

約
で
き
ま
す
。
市
民
税
非

課
税
世
帯
・
生
活
保
護
受
給

中
の
か
た
は
、
事
前
申
請
が

必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
４
月
号

挟
込
み
の
「
保
健
だ
よ
り
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
・
結

核
検
診

日
時　

９
月
13
日(

水)

、
10

月
19
日(

木)

い
ず
れ
も
午
前

◆
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

日
時　

８
月
23
日(

水)

午
後

申
請
・
予
約
・
問
合
せ
先　

健
康
推
進
課
☎
０
７
２
・
４

３
３
・
７
０
９
１

　

健
康
相
談

　

血
圧
や
体
重
、
体
脂
肪
率
、

体
内
年
齢
な
ど
の
測
定
や
、
尿

検
査
な
ど
が
で
き
ま
す
。
禁
煙

相
談
や
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ

い
て
の
栄
養
相
談
を
ご
希
望
の

か
た
に
は
、
保
健
師
や
管
理
栄

養
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

８
月
23
日(

水)

午
後
１

時
30
分
～
３
時(

禁
煙
相
談
、

栄
養
相
談
は
要
予
約
）

場
所　

保
健
・
福
祉
合
同
庁
舎

予
約
・
問
合
せ
先　

健
康
推
進

課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０

９
１

　

離
乳
食
講
習
会

　

聴
い
て
・
見
て
・
作
っ
て
・

食
べ
て
離
乳
食
を
体
験
で
き
ま

す
。
保
育
士
に
よ
る
保
育
も
あ

り
ま
す
。

日
時
・
対
象　

①
８
月
25
日

(

金)

・
生
後
５
～
８
カ
月
頃
の

子
ど
も
と
保
護
者

②
９
月
８
日(

金)

・
生
後
９
～

15
カ
月
頃
の
子
ど
も
と
保
護
者
、

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３

貝塚市歯科医師会

熱中症に注意！水分補給を忘れずに！
　この季節は、こまめな水分補給やエアコン
の活用など熱中症予防行動の徹底が必要で
す。
　熱中症は、曇りの日や室内、夜間寝ている
ときにも発症します。特に高齢者や子ども
には、周囲のかたも注意して見守りましょ
う。
問合せ先　健康推進課☎072－433－7000

大阪府熱中症サイト

光線過敏症に気をつけよう
　太陽の季節がきました。温暖化もあって日差しが強いですね。
「日焼け」に注意したいのはもちろんですが、「光線過敏症」をご存じ
ですか？「日光アレルギー」とも呼ばれ日光に当たることが引き金と
なって皮膚に痒みや赤み・発疹がみられる病気です。
　たとえば、湿布を貼ったあとに赤くかぶれたことはありませんか？長
時間貼った場合や薬が体に合わなくてかぶれることもあると思います。
それ以外に、湿布を貼った後に日光に当たると赤くなることがありま
す。これは「ケトプロフェン」という成分を含む湿布で多く見られる光
線過敏症という副作用です。光線過敏症は紫外線が関係します。
　この副作用は厄介なことに、湿布を貼ってる時だけ紫外線に注意すれ
ばいいというわけではないのです。薬の成分は、湿布をはがした後でも
皮膚に残り続けるので、４週間程度日光を当てないようにしないといけ
ません。もし症状が出てしまったら、すぐに使用を中止し受診しましょ
う。塗り薬や飲み薬でも、皮膚が日光に対して過敏になるものもありま
す。
　医師や薬剤師の指示をよく聞いて、薬の使用も紫外線対策も、正しく
安全に行いましょう。
問合せ先　貝塚市薬剤師会☎072－433－2222

時
30
分

※
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可

場
所　

保
健
・
福
祉
合
同
庁
舎

参
加
費　

２
０
０
円

定
員　

各
10
組(

定
員
に
な
り

次
第
締
切)

申
込
・
問
合
せ
先　

健
康
推
進

課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０

０
０

　

市
民
健
康
講
座

日
程　

９
月
５
日(

火)

場
所　

市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
６

階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

午
後
１
時
30
分
～
２

時
・
３
時
～
３
時
30
分：

体
格

測
定(

希
望
者
の
み)

、
午
後
２

時
～
２
時
45
分：

講
演
「
高
齢

者
の
栄
養(

低

栄
養
・
フ
レ

イ
ル
予
防)

」

田
中
響
様[

㈱

明
治　

管
理

栄
養
士]

定
員　

60
人

(

申
込
不
要
、
当
日
先

着
順)

参
加
費　

無
料

問
合
せ
先　

健
康
推
進

課
☎
０
７
２
・
４
３

３
・
７
０
９
１

被
爆
二
世
健
康
診
断

 　

健
診
日
時
は
、
申
込

後
に
本
人
へ
通
知
し
ま

す
。

対
象　

府
内
在
住
の
被

爆
二
世
で
受
診
を
希
望

す
る
か
た

費
用　

無
料

申
込
期
間　

９
月
１
日

(

金)

～
10
月
31
日(

火)

に
岸
和
田
保
健
所(

☎

０
７
２
・
４
２
２
・
５

６
８
１)

へ

問
合
せ
先　

大
阪
府
保

健
医
療
室
地
域
保
健
課

☎
06
・
６
９
４
４
・
９

１
７
２

　　　

産
前
産
後
期
間

　

免
除
制
度

　　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出

産
日(※

)

が
属
す
る
月
の

前
月
か
ら
４
カ
月
間(

多

胎
妊
娠
の
場
合
は
３
カ
月

前
～
６
カ
月
間)

の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
出
産
予
定
日
の
６

カ
月
前
か
ら
申
請
で
き
ま

す
。

※
妊
娠
85
日(

４
カ
月)

以
上

の
出
産
。
死
産
・
流
産
・
早

産
さ
れ
た
か
た
も
含
み
ま
す
。

対
象　

国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
で
、
出
産
日
が
平
成

31
年
２
月
１
日
以
降
の
か
た

持
物　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が

わ
か
る
も
の
、
母
子
健
康
手

帳申
請
・
問
合
せ
先　

保
険
年

金
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７

２
７
４

　

ご
存
知
で
す
か
？

　

国
民
年
金
基
金

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年

金(

老
齢
基
礎
年
金)

に
上
乗
せ

す
る
公
的
な
制
度
で
す
。
国
民

年
金
の
第
１
号
被
保
険
者(

自

営
業
者
な
ど)

で
保
険
料
を
納

め
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
か
た
が
加
入
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
か
た
や
海
外
に
居
住
し
て
国

民
年
金
に
任
意
加
入
さ
れ
て
い

る
か
た
も
加
入
で
き
ま
す
。
受

け
取
る
年
金
額
は
加
入
時
に
確

定
す
る
の
で
、
将
来
の
生
活
設

計
を
た
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
掛
金
と
税
制
面
の
優
遇
措
置

　

掛
金
は
希
望
す
る
年
金
の

型
・
口
数
・
年
齢
・
性
別
で
決

ま
り
、
加
入
後
も
変
更
で
き
ま

す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
、
社
会
保
険
料
と
し
て
全
額

が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
受
け
取
る
年
金
に
も

公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

問
合
せ
先　

全
国
国
民
年
金
基

金
大
阪
支
部
☎
０
１
２
０
・

65
・
４
１
９
２

　

国
民
健
康
保
険
料
の

　

夜
間
相
談
窓
口
を
開
設

　
日
時　

８
月
28
日(

月)

午
後
５

時
30
分
～
８
時

内
容　

国
民
健
康
保
険
の
加

入
・
脱
退
の
届
出
、
国
民
健
康

保
険
料
の
納
付
相
談
な
ど

場
所
・
問
合
せ
先　

保
険
年
金

課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
２

７
０
／
７
２
７
１
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障
害
者
手
当
の　

  
 

手
続
き

◆
障
害
児
福
祉
手
当

対
象　

20
歳
未
満
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
か
た

①
重
度
の
障
害
が
あ
る

②
長
期
安
静
を
必
要
と
す
る

病
状
が
あ
る

③
精
神
障
害
や
最
重
度
の
知

的
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る

※

い
ず
れ
も
施
設
に
入
所
中

は
支
給
な
し
。
所
得
制
限
あ

り
。
医
師
の
診
断
書
が
必
要
。

支
給
額　

月
額
１
万
５
２
２

０
円
を
２
月
・
５
月
・
８

月
・
11
月
に
支
給

◆
特
別
障
害
者
手
当

対
象　

20
歳
以
上
で
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

①
重
度
の
異
な
る
障
害
が
重

複
し
て
い
る

②
長
期
に
絶
対
安
静
の
状
態

で
あ
る

③
精
神
障
害
や
最
重
度
の
知

的
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活

動
作
・
行
動
に
著
し
い
困
難

が
あ
る

※

い
ず
れ
も
施
設
に
入
所
中

や
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し

て
い
る
期
間
は
支
給
な
し
。

所
得
制
限
あ
り
。
医
師
の
診

断
書
が
必
要
。

支
給
額　

月
額
２
万
７
９
８

０
円
を
２
月
・
５
月
・
８

月
・
11
月
に
支
給

◎
現
況
届
の
提
出

　

手
当
を
受
給
し
て
い
る
か

た
に
は
現
況
届
の
用
紙
を
８

月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。
な

お
、
７
月
以
降
新
規
で
受
給

し
て
い
る
か
た
は
提
出
不
要

で
す
。

締
切　

９
月
11
日(

月)

提
出
・
問
合
せ
先　

障
害
福

祉
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・

７
０
１
２

　　

難
聴
児
に
補
聴
器
の

　

購
入
費
を
助
成

 　

事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
購
入
前
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

対
象　

次
の
①
～
④
を
全
て
満

た
す
か
た

①
子
ど
も
と
保
護
者
が
市
内
に

居
住
し
て
い
る

②
申
請
時
に
子
ど
も
が
18
歳
未

満③
子
ど
も
の
両
耳
の
聴
力
が
30

デ
シ
ベ
ル
以
上
60
デ
シ
ベ
ル
未

満④
世
帯
に
市
民
税
の
所
得
割
額

が
46
万
円
以
上
の
人
が
い
な
い

問
合
せ
先　

障
害
福
祉
課
☎
０

７
２
・
４
３
３
・
７
０
１
２

 

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

 

研
修(

初
級
・
中
級)

 　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩

ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を

掛
け
、
話
を
聴
い
て
、
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
見
守
る
「
命
の

門
番
」
の
こ
と
で
す
。

　

自
殺
予
防
は
周
り
の
人
の
気

づ
き
が
重
要
で
す
。
研
修
で
は
、

自
殺
の
現
状
や
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
役
割
、
相
談
事
例
を
知

り
、
気
づ
き
や
傾
聴
に
つ
い
て

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
な
ど
に
よ
る
参

加
型
で
学
び
ま
す
。

日
時　

初
級：

９
月
27
日(

水)

、

中
級(

初
級
を
受
講
さ
れ
た
か

た)
：

10
月
11
日(

水)

い
ず
れ

も
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

多
目
的
室 

講
師　

竹
内
志
津
香
様(

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
支
援

セ
ン
タ
ー
理
事
長)

定
員　

各
20
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
切)

締
切　

９
月
15
日(

金)

申
込
・
問
合
せ
先　

障
害
福
祉

課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０

１
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

◆
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト

　

写
真
撮
影(

無
料)

と
申

請
書
作
成
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

ま
す
。

　

そ
の
場
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
お
渡
し
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
申
込
み

後
、
１
カ
月
半
ほ
ど
で
交
付

通
知
は
が
き
を
お
届
け
し
ま

す
。
受
取
り
は
、
申
請
者
本

人
が
保
健
・
福
祉
合
同
庁
舎

１
階
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
の
定
め
る
本
人

確
認
書
類(

運
転
免
許
証
＋

健
康
保
険
証
の
２
点
な
ど)

を
ご
持
参
い
た
だ
く
と
、
自

宅
へ
カ
ー
ド
を
送
付
で
き
ま

す
。

日
時
・
場
所

①
８
月
18
日(

金)

山
手
地
区

公
民
館
②
８
月
26
日(

土)

浜

手
地
区
公
民
館
③
８
月
30
日

(

水)

ま
ち
の
駅
か
い
づ
か

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後

１
時

持
物　

通
知
カ
ー
ド(

お
持

ち
の
か
た)

、
本
人
確
認
書

類
※

同
様
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
は
、

業
務
時
間
内
に
保
健
・
福
祉
合

同
庁
舎
１
階
で
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
日
曜
交
付

日
時　

９
月
３
日(

日)

午
前

９
時
～
正
午

場
所　

保
健
・
福
祉
合
同
庁

舎
１
階

対
象　

交
付
通
知
は
が
き
を

受
取
ら
れ
た
か
た

※

以
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ
た
か
た

で
、
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
を

さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、
早

め
に
交
付
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

市
営
墓
地
利
用
の
注
意
点

◆
盗
難
に
注
意

　
市
営
墓
地
内
で
、
供
花
な
ど

の
盗
難
が
発
生
し
ま
し
た
。
市

で
は
係
員
に
よ
る
巡
回
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
絶
え
ず

見
回
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
み
な
さ
ま
も
、
互
い
に
声
を

掛
け
合
う
な
ど
、
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。 

◆
利
用
上
の
注
意

使
用
区
画
の
清
掃
・
管
理

　
墓
石
な
ど
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
使
用
区
画
内
の
清
掃
･

管
理
は
、
使
用
者
や
親
族
の
み

な
さ
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た

時
は
市
が
状
況
を
確
認
し
、
使

用
者
の
か
た
に
対
処
を
お
願
い

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
は
す
み
や
か
に
対
処
し
て
く

だ
さ
い
。

私
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　
共
同
の
水
汲
み
場
に
は
私
物

の
バ
ケ
ツ
な
ど
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
放
置
さ

れ
て
い
る
も
の
は
、
順
次
処
分

し
ま
す
。

　

私
物
は
、
持

ち
帰
る
か
使
用

の
墓
地
区
画
内

に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

供
物
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い

　
供
物
を
放
置
す
る
と
、
腐
敗

な
ど
で
墓
地
区
画
内
が
荒
れ
る

原
因
に
な
り
ま
す
。
必
ず
お
持

ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い

　
墓
地
に
は
た
く
さ
ん
の
か
た

が
参
拝
さ
れ
ま
す
。
環
境
維
持

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
市
民
課
☎
０
７

２
・
４
３
３
・
７
２
８
０
、
市

立
斎
場
☎
０
７
２
・
４
２
２
・

０
８
４
２
、
公
園
墓
地
管
理
事

務
所
☎
０
７
２
・
４
４
７
・
２

２
９
６

問
合
せ
先　

市
民
課
☎
０
７
２
・

４
３
３
・
７
０
９
４

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を

　

ご
存
知
で
す
か

 　

ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
を

配
布
し
て

い

ま

す

。

　

こ
れ
は
、

義
足
や
人

工
関
節
を

使
用
し
て
い
る
か
た
・
内
部
障

害
や
難
病
の
か
た
・
妊
娠
初
期

の
か
た
な
ど
が
、
援
助
や
配
慮

を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
周

囲
に
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
見
か
け
た

ら
、
電
車
内
で
席
を
ゆ
ず
る
、

困
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
声

を
か
け
る
な
ど
、
思
い
や
り
の

あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

配
布
・
問
合
せ
先　

障
害
福
祉

課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０

１
２

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
文

化
教
室
「
お
菓
子
作
り
し

ま
せ
ん
か
？
」

 　

ア
ー
モ
ン
ド
の
入
っ
た
ビ
ス

コ
ッ
テ
ィ
と
、
ふ
わ
ふ
わ
の

ア
ー
ル
グ
レ
イ
の
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。

日
時　

９
月
３
日(

日)

午
後
１

時
30
分
～
３
時

場
所　

中
央
公
民
館
料
理
室 

対
象　

市
内
在
住
で
身
障
者
手

帳
が
あ
る
聴
覚
障
害
者
の
か
た

定
員　

15
人(

定
員
に
な
り
次

第
締
切)

材
料
費　

５
０
０
円

持
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

布
巾
・
手
拭
き
タ
オ
ル

申
込　

氏
名
・
連
絡
先
を
記
入

し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で

締
切　

８
月
25
日(

金)

申
込
・
問
合
せ
先　

障
害
福
祉

課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０

１
２
、
FAX
０
７
２
・
４
３
３
・

１

０

８

２

、

Ｅ

メ

ー

ル

shogaifukushi@city.kaizuka.l
g.jp

公園墓地の永代使用者を募集使用料を見直し
利用しやすく
なりました

　安らぎを感じる静かな環境で、ご先祖の御霊にお参りできます。永代使用料を見直し
ましたので、この機会にぜひご利用ください。また、大きめの８平方メートル区画の募
集もしています。詳しくは、お問合せください。

市内のかた　申込時に１年以上継続して貝塚市に住民登録をしている世帯主
市外のかた　申込時にいずれかの市町村に住民登録をしている世帯主
必要書類　住民票の写し(世帯全員、記載内容に省略のないもの、マイナンバー不要)

申込・問合せ先　市民課☎072－433－7280
見学　公園墓地管理事務所☎072－447－2296

<運行時刻表>

９：10

10：10 

11：05

12：05

13：05

14：05

10：00

10：55

11：55

12：55

13：55

14：55

水間観音駅発 公園墓地発

　盆に無料小型バスを運行しますので、墓参や見学に
ご利用ください。
　なお、盆の時期は大変混み合いますので、車でお越
しの際は、必ず所定の駐車場に停めてください。

運行日　８月13日(日)・15日(火)
運行区間　水間観音
駅⇔公園墓地管理事
務所
問合せ先　市民課
☎072－433－7280
公園墓地管理事務所
☎072－447－2296
※荒天時は運休する
場合があります。
市役所代表(☎072－
423－2151)でご確認
ください。

公園墓地(三ケ山)無料バス運行

大きさ(間口×奥行)

２㎡(1.25ｍ×1.60ｍ)

４㎡(1.60ｍ×2.50ｍ)

８㎡(3.20ｍ×2.50ｍ)

２㎡(1.25ｍ×1.60ｍ)

４㎡(1.60ｍ×2.50ｍ)

８㎡(3.20ｍ×2.50ｍ)

466,000円

  932,000円

1,864,000円

605,800円

1,211,600円

2,423,200円

4,000円

8,000円

16,000円

4,000円

8,000円

16,000円

市内のかた

市外のかた

永代使用料新価格(従来価格) 墓地管理料(年)

(582,500円)

(1,165,000円)

(2,330,000円)

(757,250円)

(1,514,500円)

(3,029,000円)

犬やネコなどペットのフンのあと始末は、飼い主が責任を持って行いましょう！
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第
25
回
雇
用
労
働
講
座

日
時　

９
月
６
日(

水)

午

後
１
時
30
分
～
５
時
30
分

場
所　

o
p
s
o
l
(

お
ぷ
そ

る)
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(

岸
和
田
市)

内
容
・
講
師　

①
「
障
害

者
の
法
定
雇
用
率
引
上
げ

と
雇
用
率
を
高
め
る
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ス
」
板
橋
智

様(

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岸
和

田)

・
古
川
和
代
様(

大
阪
障

害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
南
大
阪

支
所)

②
「
事
例
で
理
解
！
外
国
人

雇
用
の
実
情
と
就
業
環
境
づ

く
り
」
中
野
礼
子
様(

特
定

社
会
保
険
労
務
士
・
中
野
総

合
労
務
会
計
事
務
所)

③
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

参
加
費　

無
料

定
員　

１
０
０
人(

定
員
に

な
り
次
第
締
切)

申
込　

氏
名(

ふ
り
が
な)

・

会
社
ま
た
は
団
体
名
・
所
在

地
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
・
大
阪
社
労
士
会
所

属
の
有
無
・
雇
用
労
働
講
座

受
講
希
望
を
記
入
し
、
電

話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

締
切　

８
月
31
日(

木)

午
後

５
時

申
込
・
問
合
せ
先　

岸
和
田

市
産
業
政
策
課
☎
０
７
２
・

４
２
３
・
９
６
２
１
、
FAX
０

７
２
・
４
２
３
・
６
９
２
５

万
博
商
談
も
ず
や
ん

モ

ー

ル

登

録

セ

ミ

ナ
ー
・
相
談
会

　

万
博
関
連
事
業
受
注
者
登

録
シ
ス
テ
ム
、
通
称
「
万
博

商
談
も
ず
や
ん
モ
ー
ル
」
は

大
阪
府
が
構
築
・
運
営
し
、

府
内
の
中
小
企
業
が
効
率
的

に
大
阪
・
関
西
万
博
に
関
す

る
発
注
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
シ
ス
テ
ム

の
活
用
・
登
録
方
法
な
ど
の
説

明
や
個
別
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
を
お
持
ち
の
か
た
は
会

場
で
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
が
可

能
で
す
。

日
時
・
内
容　

８
月
23
日(

水)

セ
ミ
ナ
ー：

午
後
２
時
～
３
時

30
分
、
個
別
相
談
会：

午
後
３

時
30
分
～
４
時

講
師　

大
阪
府
担
当
職
員

定
員　

セ
ミ
ナ
ー：

20
人　

個

別
相
談
会：

２
人(

定
員
に
な

り
次
第
締
切)

参
加
費　

無
料

申
込　

事
業
所
名
・
業
種
・
所

在
地
・
電
話
・

氏
名
・
個
別
相

談
の
有
無
を
二

次
元
コ
ー
ド
・

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

締
切　

８
月
18
日(
金)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先　

貝
塚
商
工
会
議
所
☎
０
７
２
・

４
３
２
・
１
１
０
１
、
FAX
０
７

２
・
４
３
９
・
０
４
０
１　

事
業
継
続
力
強
化
計
画
策

定
セ
ミ
ナ
ー

　

有
事
の
際
に
効
果
を
発
揮
す

る
「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」

の
策
定
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」
の

認
定
を
受
け
る
と
「
補
助
金

(

も
の
づ
く
り
補
助
金
等)

の
優

遇
措
置
」
「
税
制
優
遇
」
「
低

利
融
資
」
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

①
９
月
７
日(

木)

②
10

月
４
日(

水)

、
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分

内
容　

第
１
部：

「
事
業
継
続

力
強
化
計
画
認
定
制
度
と
は
、

事
業
継
続
力
強
化
計
画
策
定
の

手
順
・
ポ
イ
ン
ト
、
事
業
継
続

力
強
化
計
画
策
定
」
清
水
和
也

様(

中
小
企
業
診
断
士)

第
２
部：

「
復
旧
・
復
興
に
役

立
つ
損
害
保
険
制
度
に
つ
い

て
」
猪
飼
直
樹
様(

三
井
住
友

海
上
火
災
保
険
㈱
堺
支
店
・
岸

和
田
支
社
支
社
長
代
理)

定
員　

20
人(

定
員
に
な
り
次

第
締
切)

参
加
費　

無
料

◆
無
料
個
別
相
談
会

日
時　

９
月
21
日(

木)

、
10
月

11
日(

水)

の
①
午
前
10
時
30
分

②
午
後
１
時
③
午
後
２
時
30
分

◎
い
ず
れ
も

申
込　

事
業
所
名
・
所
在
地
・

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
・
業
種
・
受
講
日
・

受
講
者
名(

役

職
名)

・
相
談

希
望
者
は
日
時

を
二
次
元
コ
ー

ド
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
郵
送
で

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先　

〒
５
９
７‐

０
０
９
４　

二
色

南
町
４‐

７
貝
塚
商
工
会
議
所

☎
０
７
２
・
４
３
２
・
１
１
０

１
、
FAX
０
７
２
・
４
３
９
・
０

４
０
１

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　　

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
の

た
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従
業

員
も
加
入
で
き
ま
す
。

①
国
の
退
職
金
制
度

　

掛
金
の
一
部
を
国
お
よ
び
市

が
助
成
し
ま
す
。

②
外
部
積
立
型
で
管
理
も
簡
単

　

管
理
や
運
用
の
手
間
が
か
か

り
ま
せ
ん
。

③
掛
金
は
全
額
非
課
税

　

手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ
先　

(

独)

勤
労

者
退
職
金
共
済
機
構　

中
小
企

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
03
・
６
９
０
７
・
１
２
３
４

固
定
資
産
税
の
特
例
措
置

な
ど
の
支
援
策

　　

市
は
市
内
中
小
企
業
者
の
生

産
性
向
上
の
た
め
の
設
備
投
資

を
促
進
す
る
た
め
、
中
小
企
業

等
経
営
強
化
法
に
基
づ
き
「
導

入
促
進
基
本
計
画
」
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
中
小
企
業
者
は
設

　貝塚市商店連合会では、市内取扱加盟店(約200店舗)で使用できる20％お得
な商品券を4,500冊販売します。１冊12,000円分の商品券を10,000円で購入で
きます！詳しくは８月４日(金)の新聞折込チラシ、貝塚市商店連合会ホーム
ページをご覧ください。
対象　市内在住のかた
申込　８月４日(金)～27日(日)に、はがき・インターネットで
(１人２冊まで、多数の場合抽選、当選者のみに引換券を郵送)
購入方法　引換券(９月上旬に郵送)を、申込時に指定した引換
販売所に持参し購入
購入期間　９月19日(火)～22日(金)午前９時～午後５時(市内郵
便局)、９月23日(土)午前10時～午後４時(まちの駅かいづか)
使用期間　９月19日(火)～令和６年１月31日(水)
使用できる店舗　貝塚市商店連合会・貝塚商工会議所会員の取
扱加盟店(ただし、スーパー、ディスカウントストア、ホーム
センターなど大型小売店舗では使用できません)
問合せ先　貝塚市商店連合会(貝塚商工会議所内)☎072－432－1101
※販売分とは別に、市民生活を支援するとともに地域経済の活性化を図るた
め、昨年同様の「市民全員に貝塚プレミアム商品券2,000円分の配布」を10月
以降に予定しています。詳しくは、広報かいづか９月号でお知らせします。

備
投
資
を
通
じ
て
労
働
生
産
性

の
向
上
を
図
る
た
め
の
計
画
で

あ
る
「
先
端
設
備
等
導
入
計

画
」
を
市
に
申
請
し
認
定
を
受

け
る
こ
と
で
、
固
定
資
産
税
の

特
例
措
置
な
ど
の
支
援
策
を
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
先　

産
業
戦
略
課

問
合
せ
先　

産
業
戦
略
課
☎
０

７
２
・
４
３
３
・
７
１
９
３
、

課
税
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・

７
２
５
３

　

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

　　

府
の
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
「
賃
金
を
払
っ
て
く
れ
な

い
」
「
職
場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
悩
ん
で
い
る
」
な
ど
の
相

談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
豊

能
・
泉
北
・
南
河
内
地
域
で
は

出
張
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時　

月
～
金
曜
午
前
９
時
～

午
後
６
時(

午
後
０
時
15
分
～

１
時
を
除
く)

場
所　

エ
ル
・
お
お
さ
か
南
館

３
階

相
談
方
法　

面
談
・
電
話
・
オ

ン
ラ
イ
ン

相
談
・
予
約
・
問
合
せ
先

大
阪
府
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー　

☎
06
・
６
９
４
６
・
２
６
０
０

水道料金などの減免制度
　市内在住で下表に該当するかたは、水道料金や下水道使用料の
減免対象になる場合があります。手続きには証明書類が必要です。
　詳しくは、お問合せください。
申請・問合せ先　上下水道営業課☎072－433－7140

対　象 減免割合

１カ月あたり
使用水量20ｍ３

を限度として
５割軽減

ひとり親世帯

65歳以上で一人暮らしのかた

重度障害者
世帯

単身の高齢者 基本料金を免除

児童扶養手当を受給している世帯

◎特別児童扶養手当を受給してい
る世帯
◎20歳以上の在宅者で、身体障害
者手帳１級所持者がいる世帯
◎20歳以上の在宅者で、療育手帳
Ａの所持者のうち、最重度の知的
障害者がいる世帯
◎20歳以上の在宅者で、精神障害
者保健福祉手帳１級所持者がいる
世帯

下水道使用可能区域が拡大
　８月１日から、新たに公共下水道が使える区域は次のとおりで
す。いずれも各地域の一部です。
　詳しくはホームページをご覧ください。

▼海塚、浦田、王子、加神一丁目、加神二丁目、窪田、小瀬、
澤、地蔵堂、清児、津田、堤、新井、橋本、半田四丁目、福田、
堀、堀一丁目、三ツ松
問合せ先　供用開始について：上下水道総務課☎072－433－7180
事業計画について：下水道推進課☎072－433－7361

ホームページ

申込専用サイト

申込

申込

広告
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８
月
は
「
道
路
ふ
れ

あ
い
月
間
」

　

市
が
管
理
す
る
道
路
の

一
定
区
間
で
、
地
元
自
治

会
や
団
体
が
自
主
的
に
清

掃
や
緑
化
な
ど
を
実
施
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、

「
ア
ド
プ
ト
・
ロ
ー
ド
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
市
内
で
４
カ
所
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

「
ア
ド
プ
ト
・
ロ
ー
ド
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い

た
だ
け
る
自
治
会
や
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

道
路
整
備
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
３
４

４

 　

樹
木
の
無
料
配
布

対
象　

公
共
の
場
や
施
設
を

協
同
で
緑
化
す
る
町
会
・
自

治
会
・
事
業
所
な
ど

種
類　

高
木(

キ
ン
モ
ク
セ

イ
・
サ
ザ
ン
カ
な
ど
12
種
類)

、

低
木(

ア
オ
キ
・
ク
チ
ナ
シ
な

ど
９
種
類)

、
つ
る
植
物(

キ
ヅ

タ
・
ナ
ツ
ヅ
タ
な
ど
５
種
類)

申
請　

申
請
書
を
持
参

※
原
則
、
１
カ
所
あ
た
り
高

木
２
本
以
上
の
申
請
が
必
要

で
す
。(

困
難
な
場
合
は
低

木
類
の
み
で
も
可)

締
切　

８
月
18
日(

金)

配
布
方
法　

来
年
３
月
頃
に

市
が
指
定
す
る
日
時
・
場
所
で

申
請
書
配
布
・
申
請
・
問
合

せ
先　

公
園
緑
地
課
☎
０
７

２
・
４
３
３
・
７
０
４
８

蚊
の
発
生
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

 　

蚊
は
強
い
か
ゆ
み
だ
け
で

な
く
、
感
染
症
を
媒
介
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
感
染
症

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

日
ご
ろ
か
ら
家
の
ま
わ
り
で

の
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

蚊
の
発
生
す
る
場
所

・
植
木
鉢
の
受
け
皿
や
雨
水
桝

・
あ
き
缶
や
古
タ
イ
ヤ
の
周
辺

・
側
溝
や
雨
ど
い

・
庭
の
水
た
ま
り
が
あ
る
と
こ

ろ　

な
ど

　

蚊
は
卵
か
ら
成
虫
に
な
る
ま

で
水
中
で
生
活
し
、
最
短
で
12

日
ほ
ど
で
成
虫
に
な
り
ま
す
。

　

少
し
の
水
た
ま
り
が
あ
れ
ば

場
所
に
関
係
な
く
卵
を
産
み
ま

す
の
で
、
水
た
ま
り
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
。

蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

に
は

・
長
袖
や
長
ズ
ボ
ン
を
着
て
肌

の
露
出
を
少
な
く
す
る
。

・
虫
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
虫
除

け
ス
プ
レ
ー
を
使
用
す
る
。

・
家
に
入
ら
せ
な
い
よ
う
網
戸

を
し
っ
か
り
閉
め
る
。

・
発
生
し
た
蚊
に
は
、
市
販
の

家
庭
用
殺
虫
剤
な
ど
を
用
法
用

量
を
守
っ
て
適
切
に
使
用
す
る
。

問
合
せ
先　

廃
棄
物
対
策
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０
０
９

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

 　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
市
内
各

地
で
生
息
し
て
い
ま
す
。
攻
撃

性
は
な
く
お
と
な
し
い
ク
モ
で

す
が
、
強
い
毒
性
が
あ
る
た
め
、

抵
抗
力
が
弱
い
幼
児
や
高
齢
者

の
か
た
は
注
意
が
必
要
で
す
。

特
徴

　

体
長
約
１
セ
ン
チ
で
全
体
的

に
黒
く
、
背
に
赤
い
帯
状
の
模

様
が
あ
る
。
普
段
は
お
と
な
し

く
触
ら
な
い
限
り
か
ま
れ
な
い
。

生
息
場
所

　

溝
ぶ
た
・
植
木
鉢
・
エ
ア
コ

ン
室
外
機
な
ど
の
下
や
裏
側
。

見
か
け
た
ら

・
絶
対
に
素
手
で
触
ら
な
い
。

・
成
虫
は
市
販
の
ス
プ
レ
ー
式

殺
虫
剤(

ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
系)

を

か
け
、
卵
は
踏
み
つ
ぶ
す(

市

で
駆
除
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん)

。

注
意
点

・
外
置
の
サ
ン
ダ
ル
や
長
靴
を

履
く
と
き
は
注
意
す
る
。

・
庭
仕
事
や
溝
掃
除
の
と
き
は
、

必
ず
厚
手
の
手
袋
を
す
る
。

・
こ
ま
め
に
清
掃
し
、
ク
モ
の

住
み
に
く
い
環
境
を
作
る
。

か
ま
れ
た
と
き

・
傷
口
を
流
水
で
洗
い
流
し
、

患
部
を
冷
や
す
。

・
で
き
る
だ
け
早
く
病
院
で
治

療
を
受
け
る(

ク
モ
を
殺
し
て

持
参
す
る
と
適
切
な
治
療
に
つ

な
が
り
ま
す)

。

問
合
せ
先　

廃
棄
物
対
策
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０
０
９

　
貝
塚
市
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

適
正
化
推
進
計
画

 　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
計
画
的
な
修

繕
や
適
切
な
維
持
管
理
な
ど
管

理
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
貝

塚
市
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化

推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

◆
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画
認
定

　

制
度

　

こ
の
計
画
の
策
定
に
よ
り
、

６
月
か
ら
開
始
し
た
制
度
で
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
計
画
が
一

定
の
基
準
を
満
た

す
場
合
、
市
の
認

定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
実
態

　

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
適
正
な
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
を
促
進
し
て
い
く
た
め
、

市
内
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管

理
状
況
の
把
握
を
目
的
と
し
て
、

実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
居

室
に
立
ち
入
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
調
査
は
市
が
発
行
し
た

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
た
委
託

業
者
が
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

８
月
下
旬
～
11
月

対
象　

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管

理
組
合

内
容　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
外
観
・

共
用
部
の
調
査
、
管
理
状
況
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
２
１

４
　

空
き
家
無
料
相
談
会

 　

空
き
家
相
談
の
専
門
家
で
あ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
き
家
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
対
応
し
ま
す
。

空
き
家
を
お
持
ち
の
か
た
や
空

き
家
予
防
を
お
考
え
の
か
た
、

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
29
日(

火)

午
後
１

時
～
４
時(

１
組
30
分
程
度)

場
所　

市
役
所
５
階
相
談
室
兼

会
議
室

定
員　

４
組(

定
員
に
な
り
次

第
締
切)

予
約
・
問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７

２
１
４

　
市
民
農
園
を

開
設
し
ま
せ
ん
か

 　

市
民
農
園
と
は
、
市
民
の
か

た
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
生

き
が
い
づ
く
り
な
ど
の
多
様
な

目
的
で
、
農
家
で
な
い
か
た
が

小
さ
な
面
積
の
農
地
を
利
用
し

て
自
家
用
の
野
菜
や
花
な
ど
を

８月は「電気安全月間」。感電・火災防止のため、身近な配線やコンセントを確認してみましょう【問合せ先】(一社)関西電気保安協会☎072－260－0350

　いざという時に「身を守る、避難する」など具体的な行
動ができるよう、大阪府と連携し訓練を行います。
【携帯電話の緊急速報メールが一斉に鳴ります】
午後１時33分頃　大津波警報情報の送信
(府内の携帯電話に、府が訓練用の緊急速報メールを送信)
午後１時35分頃　大津波警報に伴う避難指示情報の送信
(市内の携帯電話に、市が訓練用の緊急速報メールを送信)
※緊急速報メールはマナーモードでも鳴ります。状況に応
じて、電源を切るなどの対応をお願いします。
【訓練に対する心構え】
・訓練前：地震や津波の発生時にどのように行動するか考
えておく
・訓練当日：考えておいた「命を守る行動」をとる
・訓練後：「命を守る行動」がとれたかを話し合う
問合せ先　市危機管理課☎072－433－7392
　　　　　府民お問合せセンター☎06－6910－8001

９月１日(金)午後１時33分頃と35分頃
携帯電話が一斉に鳴ります

８月23日(水)午前11時頃
全国瞬時警報システムによる全国一斉情報伝達訓練

　　

１
～
６
月
の
火
災

　

救
急･

救
助
概
況

 

◆
火
災

　

火
災
件
数
は
５
件
、
損

害
額
は
５
３
８
万
８
０
０

０
円
で
、
前
年
同
期
に
比
べ

る
と
１
件
減
少
し
、
７
２
４

万
４
０
０
０
円
減
少
し
ま
し

た
。
火
災
に
よ
る
死
者
は
０

人
、
負
傷
者
は
１
人
で
す
。

　

火
災
種
別
で
は
、
建
物
火

災
が
２
件
、
車
両
火
災
１
件
、

そ
の
他
が
２
件
で
す
。

◆
救
急

　

救
急
件
数
は
２
６
６
９
件

で
前
年
同
期
に
比
べ
３
１
８

件
増
加
し
ま
し
た
。
１
日
平

均
で
約
15
件
出
場
し
、
２
４

３
９
人
を
搬
送
し
ま
し
た
。

　

事
故
種
別
ご
と
の
内
訳
は
、

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

◆
救
助

　

救
助
件
数
は
44
件
で
28
人

を
救
助
し
、
前
年
同
期
に
比

べ
る
と
８
件
増
加
し
ま
し
た
。

　

事
故
種
別
ご
と
の
内
訳
は
、

建
物
な
ど
の
事
故
13
件
、
交

通
事
故
７
件
、
水
難
事
故
２

件
、
そ
の
他
の
事
故
22
件
で

す
。

 

火
気
使
用
の
イ
ベ
ン
ト

 

で
は
消
火
器
が
必
要
!!

  

火
気(

特
に
ガ
ソ
リ
ン
・
灯

油
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
な
ど
を

燃
料
と
す
る
発
電
・
調
理
器

具
な
ど)

を
使
用
し
た
多
く

の
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
そ
の
燃
料
の
取
扱
い
が

原
因
と
な
る
火
災
が
発
生
す
る

と
非
常
に
危
険
で
す
。

　

火
気
を
使
用
す
る
場
合
は
、

消
火
器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
開
催
規
模
に
よ
り
届

出
が
必
要
で
す
の
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

９
月
９
日
は
救
急
の
日

救
急
車
の
適
正
利
用
を

お
願
い
し
ま
す

 　

毎
年
９
月
９
日
を
「
救
急
の

日
」
と
し
、
こ
の
日
を
含
む
一

週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と

し
て
、
救
急
医
療
・
業
務
に
対

し
て
み
な
さ
ま
に
正
し
い
理
解

と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
救
急
医
療
関
係
者
の

意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
全
国
的
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
救

急
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
救

急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
先　

消
防
本
部
☎
０
７

２
・
４
２
２
・
０
１
１
９

<救急>

一般
負傷
401件

その他
98件

転院搬送
162件

交通事故
193件

急病
1,815件
急病
1,815件

栽
培
す
る
農
園
の
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
市
民
農
園
を
開
設
す

る
た
め
の
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
市
民
農
園
の
開

設
を
検
討
さ
れ
て
い
る
か
た
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

市
が
開
設
者
と
な
り
管
理
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

農
林
課
☎
０
７

２
・
４
３
３
・
７
３
８
０

　

「
な
に
わ
の
伝
統
野
菜
」

に
認
証
さ
れ
た
報
告
に
、

「
馬
場
な
す
」
の
畠
盛
人
様

(

右
側)

と
「
貝
塚
澤
茄
子
」

の
北
野
忠
清
様(

左
側)

が
市

役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　今回の訓練は、国民保護情報の伝達を目的とした訓練です。全
国瞬時警報システムと市内に設置している防災行政無線を連動し
放送することで、正常に作動しているかを確認するものです。
【放送内容】～チャイム～「これはＪアラートのテストです」×
３回「こちらは防災貝塚市です」～チャイム～
問合せ先　危機管理課☎072－433－7392

ホームページ
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貝
塚
市
職
員

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
事
務
職　

計
10
人
程
度

上
級
Ａ　

平
成
５
年
４
月

２
日
～
14
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
か
た

上
級
Ｂ　

昭
和
48
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か

た①
手
話
通
訳
士
の
資
格
が
あ

る
②
都
道
府
県
ま
た
は
政
令

指
定
都
市
の
手
話
通
訳
に
関

す
る
認
定
試
験
に
合
格
し
た

③
都
道
府
県
の
手
話
通
訳
者

養
成
講
座
の
実
践
課
程
を
修

了
し
た

上
級
Ｃ　

昭
和
58
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
社
会
福

祉
士
・
臨
床
心
理
士
・
公
認

心
理
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格

が
あ
る
か
た

上
級
Ｄ　

昭
和
63
年
４
月
２

日
～
平
成
14
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
か
た

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
②
療
育
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
③
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
④
精
神
保
健
指
定
医

な
ど
に
よ
り
知
的
障
害
が
あ
る

と
判
定
さ
れ
た

初
級　

平
成
14
年
４
月
２
日

～
18
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

か
た

◆
技
術
職
土
木　

計
10
人
程

度　上
級　

昭
和
48
年
４
月
２
日

～
平
成
14
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
、
大
学(

短
大
除
く)

で

土
木
の
専
門
学
科
を
専
攻
し

卒
業
し
た
か
た

中
級　

平
成
14
年
４
月
２
日

～
16
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

①
高
等
専
門
学
校
ま
た
は
短

期
大
学
ま
た
は
専
門
学
校
で
、

土
木
の
専
門
学
科
を
専
攻
し

卒
業
し
た
②
専
門
学
校
に
お
い

て
、
測
量
士
ま
た
は
測
量
士
補

ま
た
は
２
級
土
木
施
工
管
理
技

士
補
以
上
を
取
得
し
た
、
ま
た

は
令
和
６
年
３
月
ま
で
に
取
得

見
込
み
で
あ
る

初
級　

平
成
14
年
４
月
２
日
～

18
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
高

等
学
校
で
土
木
の
専
門
学
科
を

専
攻
し
卒
業
し
た
か
た

◆
技
術
職
建
築
上
級　

若
干
名

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
～
平
成
14

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

①
大
学(

短
大
除
く)

で
建
築
の
専

門
学
科
を
専
攻
し
卒
業
し
た
②
建

築
の
専
門
知
識
の
資
格
が
あ
る

◆
水
道
工
員　

若
干
名

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平
成
14

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
普
通

自
動
車
運
転
免
許
が
あ
る(

令

和
６
年
10
月
ま
で
に
取
得
見
込

み
を
含
む)

か
た

◆
保
育
教
諭　

２
人
程
度　

　

平
成
５
年
４
月
２
日
～
16
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
保
育
士

資
格
と
幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許

の
両
方
を
取
得
す
る(

令
和
６

年
３
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
を

含
む)

か
た

◆
消
防
職　

計
４
人
程
度　

　

上
級
は
平
成
10
年
４
月
２
日

～
14
年
４
月
１
日
、
初
級
は
平
成

14
年
４
月
２
日
～
18
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
、
職
務
遂
行
に
必
要
な

体
力
が
あ
り
健
康
な
か
た

◎
い
ず
れ
も

　

卒
業
は
、
令
和
６
年
３
月
に

卒
業
見
込
み
の
か
た
も
含
み
ま
す
。

申
込
期
限　

８
月
31
日(

木)

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
の
み

一
次
試
験　

９
月
８
日(

金)

～

17
日(

日)

に
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

で
受
検
し
て
く
だ
さ
い

採
用
日　

令
和
６
年
４
月
１
日

問
合
せ
先　

人
事
課
☎
０
７

２
・
４
３
３
・
７
３
２
４

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
委
員

　

市
で
は
、
市
議
会
議
員
報
酬

額
や
市
長
・
副
市
長
の
給
料
額

に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
に
応

じ
て
調
査
審
議
す
る
た
め
、
貝

塚
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
を

設
置
し
ま
す
。
こ
の
組
織
は
、

市
内
の
公
共
団
体
な
ど
の
代
表

者
や
住
民
に
よ
り
構
成
し
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
次
の
と
お

り
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　

10
～
12
月
に
４
回
程
度

(

平
日
の
昼
間
を
予
定)

場
所　

市
役
所
内

対
象　

市
内
在
住
で
18
歳
以
上

の
か
た

定
員　

３
人
以
内(

多
数
の
場

合
は
選
考)

報
酬　

８
０
０
０
円(

１
回)

申
込　

申
込
書(

送
付
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可)

を
持
参
・
郵
送
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で

締
切　

８
月
25
日(

金)

申
込
・
問
合
せ
先　

〒
５
９
７

‐
８
５
８
５　

畠
中
１
‐
17
‐

１　

人
事
課
☎
０
７
２
・
４
３

３
・
７
３
２
５
、
FAX
０
７
２
・
４

３
３
・
７
３
２
７

　

貝
塚
病
院
正
職
員

　

詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◆
事
務
員　

計
２
人
程
度　

上
級　

昭
和
63
年
４
月
２
日
～

平
成
14
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
か
た

初
級　

平
成
14
年
４
月
２
日
～

18
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
か

た一
次
試
験　

９
月
23
日(

土)

基
礎
能
力
・
適
性
検
査

二
次
試
験　

10
月
21
日(

土)

集
団
面
接

三
次
試
験　

11
月
25
日(

土)

個
人
面
接

申
込
期
限　

９
月
８
日(

金)

採
用
日　

令
和
６
年
４
月
１
日

申
込
・
問
合
せ
先　

貝
塚
病
院

総
務
課
☎
０
７
２
・
４
３
８
・

５
５
０
１

　　

善
意
の
寄
付

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◆
貝
塚
市
火
災
予
防
協
会

(

宮
崎
和
昭
会
長)

か
ら
事

務
機
器
・
訓
練
用
資
機

材
・
啓
発
物
品
用
と
し
て

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
他
計
17

個(

67
万
６
０
６
円
相
当)

◆
貝
塚
市
卓
球
連
盟(

立
花

正
和
会
長)

か
ら
総
合
体
育

館
卓
球
用
と
し
て
ネ
ッ
ト
18

個(

10
万
３
０
０
０
円
相
当)

◆
北
川
俊
子
様(

水
間)

か
ら

地
域
福
祉
用
と
し
て
８
０
０

万
円
◆
貝
塚
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ(

山
口
昭
治
会
長)

か
ら

新
庁
舎
用
と
し
て
屋
外
ポ
ー

ル
時
計
一
式(

１
５
０
万
円

相
当)

◆
ふ
れ
あ
い
卓
球(

谷

敏
治
様)

か
ら
卓
球
フ
ェ
ン

ス
用
と
し
て
簡
易
防
球
フ
ェ

ン
ス
50
枚(

２
万
円
相
当)

◆
６
月
の
か
い
づ
か
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
は
、
１
３
９
６

件
で
、
金
額
は
２
５
７
０
万

９
０
０
０
円
で
し
た
。

　
新
し
い
町
会
長
の
ご
紹
介

　

６
月
29
日
ま
で
に
届
出
い

た
だ
い
た
か
た
で
す
。(

敬

称
略)

▼
コ
ス
タ
ミ
ラ
に
し
き
の
は

ま
自
治
会
＝
篤
田
育
久

問
合
せ
先　

魅
力
づ
く
り
推

進
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・

７
２
３
０

住
宅
･
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

10
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
世
帯
の
居
住
状

況
、
保
有
す
る
土
地
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
調
査
で
、
結
果

は
、
住
生
活
基
本
計
画
な
ど
の

諸
政
策
の
企
画
、
立
案
、
評
価

な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
中
旬
か
ら
調
査
対
象
世

帯
に
は
、
調
査
員
が
伺
い
調
査

票
な
ど
の
関
係
書
類
を
お
渡
し

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先 

デ
ジ
タ
ル
推
進
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
４
２
０

 

無
料
相
談
会

◆
税
理
士
相
談

日
時　

８
月
18
日
、
９
月

１
日
、
金
曜
午
後
１
時
～

４
時

予
約
・
問
合
せ
先 

近
畿

税
理
士
会
岸
和
田
支
部

☎
０
７
２
・
４
３
６
・
０

５
６
７

◆
行
政
書
士
相
談

日
時　

８
月
22
日(

火)

午
後

１
時
～
４
時

予
約
・
問
合
せ
先　

大
阪
府

行
政
書
士
会
泉
州
支
部
☎
０

７
２
・
４
５
７
・
９
１
８
６

◎
い
ず
れ
も
場
所
は
、
市
役

所
１
階
市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー

日曜法律相談は８月27日(日)午前10時～午後１時、予約は15日(火)午前８時45分から【問合せ先】市民相談室☎072－433－7085

問合せ先日　　　　時 日　　　　時

午前８時45分～午後５時15分

午前８時45分～午後５時15分

午前８時45分～午後５時15分

午前８時45分～午後５時15分

午前８時45分～午後５時15分

第３水曜午後２時～４時
(祝日は翌日)

午前11時～午後５時

相　　談 問合せ先

午前10時～正午
午後１時～４時30分
☎433-7190(相談専用)

就労相談

消費者相談

医療相談

場　所場　所

市民相談
コーナー

市民相談
コーナー

消費生活
センター

就労支援センター

ひと・ふれあいセンター
☎422-7523

魅力づくり推進課
☎433-7232

相　　談

一般相談

法律相談

行政相談

生活困窮者
自立支援相談

教育相談(要予約)

総合生活相談

人権相談

子どもに関する相談

進路選択支援相談
(奨学金など)

母子・父子相談

市民相談室

☎433-7085

☎433-7086

子ども福祉課☎433-7021

①医療福祉相談(要予約)

②各種医療相談(要予約)

・がん・医療看護・女性専門

・薬事・栄養・医療安全・禁煙

上記の時間などは、申込時にご確認

ください。

③認定看護師による総合看護相談

平日午前９時～正午(予約不要)

★土･日･祝日は休み。相談は無料です 市代表番号☎072－423－2151

午前９時～午後５時

火曜10時・11時・14時・15時

午前９時～午後５時15分

多重債務相談
毎週火曜(要予約)

午前10時・午後１時・３時

人権擁護委員による相談は、午後１時～４時
第１・３金曜：岸和田市立男女共同参画センター
第４水曜：貝塚市役所人権政策課

ハート交流館☎432-5959

貝塚病院

☎422-5865(代表)

第２・４月曜(要予約)
午後１時～４時

予約時に決定女性相談

月・水・木曜
午前９時15分～午後４時45分

☎0120-222-674
教育相談

教育相談室
☎433-7110

教育研究
センター

人権政策課

人権政策課
☎433-7160

☎433-7160

子ども相談課☎433-7022

人権政策課

第1～4木曜、午後1時～4時30

分(2週間前から要予約)

ホームページ

　住民税非課税世帯に、1世帯あ
たり３万円を支給します。対象世
帯に確認書を発送していますので、
必要事項を記入し返送してくださ
い。
対象　令和５年６月１日時点で本
市に住民登録があり、世帯員全員
の令和５年度住民税が非課税の世
帯主(６月以降に申告により住民
税非課税世帯となった場合など、
別途申請が必要な場合あり)
申請期限　10月31日(火)消印有効
受付時間　平日午前９時～午後５
時
申請・問合せ先　住民税非課税世
帯支援給付金担当(福祉総務課内)
☎072－433－7062

住民税非課税世帯
支援給付金



かいづか人権セミナー
「現代社会における変容する

部落差別」
　市民意識調査などのデータから
変容する部落差別の実態を明らか
にし、差別解消の道筋を考えます。
日時　９月１日(金)午後７時～
９時講師　阿久澤麻理子様(大阪
公立大学人権問題研究センター教
授)定員　50人参加費　無料
※手話通訳・点字資料が必要なか
たは８月22日(火)までにご連絡く
ださい。

令和5年8月 第1005号 (10)広 報 か い づ か



令和5年8月(11)　第1005号 広 報 か い づ か

萌黄色の美しき繭
　萌黄色の美しい天蚕糸(てぐす)織物を
ご存じですか？カイコの絹糸を染めたの
ではありません。ヤママユという大きな蛾
の繭の色そのままの色なのです。
　ヤママユは15㎝ほどもある大型の蛾です。卵で冬を越し、４月頃に孵
化(ふか)した幼虫はクヌギ、コナラ、クリなどの葉を食べて育ち、繭を作っ
て８月頃に羽化します。成虫の口は退化していて、幼虫時の蓄えだけで
数日生き、交尾のあと産卵をします。ヤママユの繭からとった絹糸はカ
イコの絹糸に比べて軽くて柔らかく、保温性にも優れ、繊維のダイヤモ
ンドともよばれています。
　長野県では江戸時代からヤママユの飼育が始まったそうです。品種
改良が進んだカイコは野生には存在しないので家蚕(かさん)とよばれ
ますが、ヤママユは自然の中で生息し天蚕(てんさん)とよばれます。改良
されたカイコは１年に何度も繭を作りますが、ヤママユは一度きり。屋
内で飼育できるカイコに比べ、ヤママユは屋外で飼育しなければ繭の
色の本来の美しさがでないともいわれています。また、飼育は簡単では

なく生産量も限られてしまいます。この美しい絹糸は、そ
の手間をかけてこそ得られる自然からの贈り物です。

生きものだい
す

き！　「ヤママユ」

問合せ先　自然遊学館☎072－431－8457

みんなで楽しく！
巻き巻きラップサンド

　タンドリーチキンのラップサン
ド、ビシソワーズ、サイダーゼ
リーを作ります。
日時　８月29日(火)午前10時30
分～午後１時講師　西谷仁美様、
米田徳子様(管理栄養士)定員　
14人(多数の場合は抽選)材料費
800円持物　エプロン、三角巾、
飲物、手ふきタオル締切　８月
24日(木)

善兵衛ランド善兵衛ランド ☎072－447ー2020☎072－447ー2020

８
月の星空

８
月の星空

　天頂あたりに、夏の大三角が出
ています。これは、こと座のベガ、
わし座のアルタイル、はくちょう
座のデネブという３つの１等星を
つないでできる大きな三角形です。
　そのうち、ベガは「おりひめぼ
し」アルタイルは「ひこぼし」と
されています。
　天の神さま「天帝」の娘で、神
様たちの着物の布を織る「おりひ
め」は、天の川のほとりで毎日機
(はた)を織っていました。天帝は、
娘を向こう岸に住む牛飼いのまじ
めな青年「ひこぼし」と引き合わ
せ、やがて二人は結婚しました。
しかし、結婚してからの二人は、
仕事もせず毎日遊んで暮らしてい
ました。そのため、神様の服はボ
ロボロになり、飼っていた牛はや
せ細り病気になりました。

　これに怒った天帝は、二人を天
の川の両岸に引き離しました。二
人は悲しみのあまり毎日泣き暮ら
し、仕事になりません。そこで天
帝は、二人が毎日まじめに働くな
ら１年に１度、７月７日の夜に会
わせてやると約束しました。これ
が七夕の伝説です。
　もともと七夕の行事は、旧暦の
７月７日に行われていました。現
在の暦での７月７日では、梅雨の
さなかにあたり、なかなか星空を
見ることができません。そこで国
立天文台では、旧暦の７月７日に
あたる日を「伝統的七夕」の日と
定めました。今年は８月22日にな
ります。
★天文イベント
七夕と夏の星座観察会［ID6981］

８月22日(火)午後７時30分～　
中秋の名月観望会［ID6983］

９月29日(金)午後７時30分～　
★月の観察
　８月24日(木)～26日(土)が適し
ています。
★惑星の観察
　明けの明星となった金星が、８
月下旬から昼間に観察できます。
★８・９月の休館日
　水曜、８月14日(月)、９月19日
(火)・26日(火)。
※８月31日(木)と９月28日(木)は
集会室と多目的室のみ利用できま
す。

関空だより関空だより ☎072－455－2500☎072－455－2500

事前予約でスムーズな旅を!!
　「関西旅日記」という関西３空
港(関西国際空港・大阪国際空
港・神戸空港)でご利用いただけ
るお土産予約サイトをご存じです
か？
　予約サービスをご利用いただく
と、事前にゆっくり商品を選び、
売り切れ必至の人気商品でも希望
の時間に合わせて所定の優先レジ
で受け取ることができます。出発
前の限られた時間でもスムーズに

つげさんのぷちストラップを作ろう！

 コロコロして可愛いつげさんのストラップ
(直径約４㎝)を作りませんか！参加者には
粗品を進呈します。
日時　８月26日(土)①午前11時～正午
②午後１時30分～２時30分場所　まちの
駅かいづか(南海貝塚駅改札前)対象　ど
なたでも(未就学児は保護者同伴で)定員
各10人(定員になり次第締切)

参加費　無料締切　８月21日(月)申込　住所・氏名
(保護者も)・ふりがな・電話番号・希望時間を電話・メー
ル(二次元コード)・ファックスで
申込・問合せ先　魅力づくり推進課☎072－433－7231、FAX072－433
－7233

市制施行80周年　中秋の名月と秋の星座・太陽をとりまく惑星・冬の星座それぞれ
の話と工作をします。
日時(全３回)　９月17日、10月29日、12月10日、日曜午前10時～
正午対象　４歳～小学３年生と保護者定員　８組(多数の場合は
抽選)申込　８月10日(木)～17日(木)までに教室名・住所・氏名
(本人と保護者名・ふりがな )・学年・電話番号をメール
(zenbe-h@city.kaizuka.lg.jp)または窓口で

親子天文教室(後期)講座生募集
ウェブページ

イラスト

写真

協賛事業・冠事業のご紹介
◆第27回 全国高等学校対抗
フレッシュサウンドコンテスト
日程・場所　８月11日(金)・コスモスシアター
◆BABA FES 2023　写真展
日程・場所　８月19日(土)・26日(土)、９月18日(月)・馬場会館
◆シニアフェスタかいづか
日程・場所　９月12日(火)・コスモスシアター

※上記の内容は予告なく変更される場合があります。詳しくはホー
ムページでご確認ください。
問合せ先　貝塚市市制施行80周年記念事業実行委員会事務局(政策推
進課内)☎072ー433ー7295

申込　窓口・電話で場所・
申込・問合せ先　ひと・ふれあ
いセンター

もえぎいろ まゆ

動画はこちら

かいづか人権セミナー
「現代社会における変容する

部落差別」
　市民意識調査などのデータから
変容する部落差別の実態を明らか
にし、差別解消の道筋を考えます。
日時　９月１日(金)午後７時～
９時講師　阿久澤麻理子様(大阪
公立大学人権問題研究センター教
授)定員　50人参加費　無料
※手話通訳・点字資料が必要なか
たは８月22日(火)までにご連絡く
ださい。

お買い物いただけるとても便利な
サービスです！ご予約はご来店の
４日前から前日午後３時まで可能
です。
　お土産の予約方法や受け取り店
舗など詳しくは、ウェブページを
チェックしてみてくださいね。
※関西国際空港は、飛
行機(国内線)でご出発
のお客様のみご利用い
ただけます。

ひと・ふれあいセンターひと・ふれあいセンター ☎072－422－7523☎072－422－7523
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公民館タイムズ

☎072－433－7222中央公民館 

浜手地区公民館 ☎072－431－0926

☎072－446－0090山手地区公民館

子育てサロン☆ほっとスペース
　第１～４の火曜午前10時～正
午、乳幼児親子がプレイルームで
自由に遊べます。８月８日は「え
いごあそび」、22日は「金魚すく
い・水あそび」をします。
申込　不要

おばけやしき
　子どもたちが作ったおばけやし
きを楽しもう！
日時　８月18日(金)午後１時30
分～３時(受付は午後２時30分ま
で)参加費　無料

ととのう！現代人応援講座
～ストレス社会で頑張る自分
を癒す夜～
　ピラティス、ストレッチ＆エク
ササイズ、お灸をします。
日時(全３回)　９月４日・11
日・25日、月曜午後７時30分～８
時30分定員　25人(多数の場合は
抽選)材料費　100円
申込　８月24日(木)
午後５時までに窓口・
電話・メールで

Autumn Jazz Concert
～ラテン＆ジャズの饗宴～
日時　９月17日(日)午後１時30
分～出演　中野ひろし＆スウィ
ングガイズオーケストラ定員　
120人(定員になり次第締切)
※整理券(１人４枚まで)を浜手地

介護について語り合う場
　介護の悩みや疑問はひとりで抱
えこまず、みんなで話し合いま
しょう。気持ちを楽にして来てく
ださい。
日時　８月28日(月)午後１時30
分～３時場所　講座室申込　
窓口・電話で

障害者施設合同作品展示
「にっこり展」
　陶芸や絵画などさまざまな力作
が並びます。
期間　９月１日(金)～10日(日)
午前９時～午後９時(日曜は午後
５時まで。水曜休館)場所　中央
公民館ロビー壁面ほか入場　無
料

第45回貝塚少年少女合唱団
定期演奏会

　子どもたちが元気いっぱいに日
頃の活動の成果を発表します。
日時　９月10日(日)午後１時30
分場所　コスモスシアター中
ホール入場　無料

※対象は、市内在住・在勤(学)のかたです
※原則として受講料無料(材料などの実費は徴収)

ふらっとサークル
　家と働く場所以外の楽しい居場
所をつくりませんか？童謡などの
音楽に合わせて体操します。
日時　９月３日(日)午前10時～
正午場所　視聴覚室対象　心
身に障害のあるかた講師　明石
安津子様(まちのすぐれもの登録
者)定員　15人(定員になり次第
締切)持物　飲物
　
子育て講座(保育つき)
　子どもを預けて、子育てについ
て学び、ホッとできる自分時間を
作りませんか？「歯医者さんに教
わる！乳幼児期のあごの成長が子
どもの発達に大きく関わる」など
の学習、交流会もあります。
日時(全７回)　９月７日～10月
19日、木曜午前10時～11時30分
場所　講座室対象　乳幼児を
持つ母親定員　12人(保育定員　
12人。１歳以上。定員になり次第
締切)材料費　実費(保育希望の
かたはおやつ代350円）
　
ロビーコンサート
　バロック時代の音楽を楽しも
う！
日時　９月19日(火)午後０時30
分～１時30分場所　ロビー出
演　「アンサンブルＢＵＮＳ」今

区公民館のみで配布。

パパサロン　
ホットプレートで食パンピザ
日時　９月24日(日)午前10時～
正午対象　未就学児と父親定
員　８組(定員になり次第締切)
材料費　300円申込
８月24日(木)～９月17日
(日)午後５時までに窓
口・電話・メールで

＋KOMINKAN(プラス公民館)
　第４日曜に小学生～大学生に
ホールを開放します。
日時　９月24日(日)午後１時30
分～３時30分申込　不要

カラダすっきり☆ストレッチ
(第１期)
　ストレッチを習慣にして、スッ
キリした身体をつくりませんか？
日時(全６回)　９月26日、10月
３日・17日・24日・31日、11月７
日、火曜午前10時～11時講師　
高橋智子様(健康運動指導士)定
員　25人(多数の場合は抽選)申
込　８月22日(火)～９月15日(金）

将棋を楽しむ場
　気軽に将棋を楽しみませんか？
日時　第２日曜午後１時30分～
３時30分対象　どなたでも定
員　８人(定員になり次第締切)
申込　８月13日(日)～窓口・電話で

川知恵子様(フルート＆トラベル
ソ)・西規子様(チェロ)・三井好
子様(ピアノ)申込　不要[オンラ
イン(Zoom)観覧は定員５人(定員
になり次第締切)二次元コードで
要申込］

ヤマチク行こう！
ヤマチクピアノSummer♪
　気軽に弾けるアップライトピア
ノを設置します♪
期間　８月31日(木)までの午前
９時～午後５時場所　ロビー
申込　不要

学習の集いの場
【講座室無料開放】
　勉強、趣味などを行う場所とし
て利用できます。個人、親子、友
人同士の利用大歓迎!!
日時　木曜①午後３時30分～６
時30分(小・中学生)②午後７時～
10時(高校生以上)対象　市内在
住、在勤(学)のかた申込　随時
(当日申込可)

◎申込　窓口・電話・メール(右記)で

おひとりさま・少人数
お手軽料理講座(高齢介護課共催)
日時(全４回)　９月７日・21
日、10月５日・19日、木曜午前10
時～正午場所　料理室定員　
20人(多数の場合は抽選)材料費
(４回分)　2,000円申込　８月22
日(火)までに窓口・電話で

ふれあい料理
ボランティア募集
　障害のあるかたと一緒に料理を
する講座のボランティアを募集し
ています。当日に体験や見学がで
きます。
日時　９月22日、10月27日、11
月24日、金曜午前９時30分～午後
０時30分持物　エプロン、三角
巾、ふきん(体験希望の場合)申
込　講座日の1週間前までに窓
口・電話で

カラテ×エクササイズ
楽しくシェイプアップ！
ストレス発散でスッキリ！
日時(全３回)　９月29日、10月
６日・20日、金曜午後７時30分～
８時30分場所　コスモスシア
ター小ホール講師　梅本道代様
(NPO法人いきいき・のびのび健康
づくり協会理事)定員　20人(多
数の場合は抽選)持物　運動しや
すい服装および靴、タオル、飲物
参加費　無料申込　窓口・電
話で

報告
　　　第67回中央公民館まつり

　５月27日(土)・28日(日)、第67回中央公
民館まつりを開催しました。
　このまつりは、公民館を利用する団体が
一緒に協力して、地域の人たちとふれあ
い、交流するイベントです。新型コロナ感
染症の拡大により第64・65回は中止、第66回は屋内開催と、中止や
規模縮小を余儀なくされてきました。
　今年は「はばたけ地域へ　公民館まつり」をテーマに、コスモス
シアターでの舞台発表や作品展示に加え、４年ぶりに屋外で模擬店
や舞台を開催しました。中央公民館内では、陶芸やろうの花などの
即売会や写真クラブの作品上映会なども行われました。
　２日間晴天に恵まれ、約5,000人が訪れてコスモスシアター周辺は
大いににぎわいました。
　また、公民館まつりに先がけ５月14日(日)にはバザーを開催しま
した。約1,200点の品物が集まり、掘り出し物を探しに多くの人が来
場しました。売れ残った品物は中央公民館まつりでも販売されまし

た。
　コロナ禍の際は残念な思いもしました
が、今年は参加した多くの人からは一様
に「楽しかった！」という言葉が聞か
れ、みんなが笑顔いっぱいの楽しい時間
を過ごすことができました。

メール

メール





　市内在住で下表に該当するかたは、水道料金や下水道使用料の
減免対象になる場合があります。手続きには証明書類が必要です。
　詳しくは、お問合せください。
申請・問合せ先　上下水道営業課☎072－433－7140
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親子バドミントン教室
日時　８月26日(土)午前９時～
11時45分場所　総合体育館対
象　小学生および保護者(子ども
のみの参加可)参加費　無料持
物　上靴・ラケット(貸出あり)
申込・問合せ先　８月25日(金)
までに貝塚ジュニアバドミントン
スポーツ少年団(行 )☎0 9 0ー
5654ー4836

貝塚市市制施行80周年記念
第４回市民ペタンク大会

日時　９月23日(土)午前８時45
分～午後４時[午前８時25分～受
付。荒天時は30日(土)に延期]場
所　青少年運動広場対象　市内
在住・在勤(学)のかた、貝塚市ペ
タンククラブ会員で会長が推薦す
るかた参加費　無料持物　昼
食申込　９月10日(日)午後５時
までに申込用紙を総合体育館へ
(申込用紙は総合体育館にあり)
◆ペタンク体験講習会
日時　９月11日(月)・21日(木)
午前９時30分～11時30分場所　
二色グラウンド対象　どなたで
も参加費　無料申込　総合体
育館(当日現地受付も可)問合せ
先　貝塚市ペタンククラブ(坂上)
☎090ー3972ー1064

硬式テニス
ミックスダブルス大会

日程　９月３日(日)[雨天の場合
は９月17日(日)順延]クラス Ａ
級・B級・シニア締切　８月12日
(土)問合せ先　硬式テニス連盟
(小林)☎090－7103ー6135、メール
k.kobayashi@kaizuka-tennis.sak
ura.ne.jp
※詳しくは連盟ホームページをご
覧ください。

後期市民硬式テニス教室
日程(全10回)　 木曜初級：９月
７日(木)～ 、土曜ジュニア：９
月２日(土)～、日曜初級・中級：
９月10日(日)～場所　ふれあい
運動広場テニスコート対象　中
学生以上の市内在住・在勤(学)の
かた(土曜ジュニアは小学３～６
年生対象)定員　土曜ジュニアは
25人、他は各20人(多数の場合は
初めてのかた優先)参加費　土曜
ジュニア4,000円、他は5,000円
(保険料含む)申込　往復はがき
(１人１枚)に、希望コース・住
所・氏名・年齢・電話番号・性
別・返信面に住所・氏名を記入し、
〒597-0072　畠中１-13-１総合体
育館へ締切　８月12日(土)必着
問合せ先　硬式テニス連盟(小
林)☎090－7103ー6135、メール
k.kobayashi@kaizuka-tennis.sak
ura.ne.jp
※詳しくは連盟ホームページをご
覧ください。

貝塚市市制施行80周年記念
第７回市民ゲートボール大会
日時　９月12日(火)午前８時～
場所　青少年運動広場対象　
市内在住・在勤(学)のかた参加
費　無料申込　８月31日(木)ま
でに電話で申込・問合せ先　
ゲートボール連盟会長(矢倉)
☎090ー4908ー2206

貝塚市市制施行80周年記念
第75回貝塚市民陸上競技大会
日時　９月24日(日)午前８時30
分～場所　ふれあい運動広場
対象　市内在住・在勤(学)のか
た参加費　無料申込　９月15
日(金)までに貝塚市陸上競技協会
ホームページから問合せ先　陸
上競技協会(丸谷)☎090ー3975ー
4504

第１期 民間屋内プール一般利用者募集

場所　朝日スポー
ツクラブ貝塚スイミ
ング(小瀬168-１)
対象　市内在住の
かた定員　各50人
(多数の場合は抽選)
参加費　無料申
込　希望区分(１日１区分ずつ最大３区分まで可)・入水者氏名(ふり
がな)・年齢(小学生は学年も)・性別・住所・連絡先を記入しメール
(sports@city.kaizuka.lg.jp)または、窓口へ締切　８月18日(金)
※申込は家族単位とし、メール１通で４人まで可。
※小学生は保護者の付添いが必要(小学３年生以下は、子ども２人に
保護者１人の入水が必要)。
※募集要項・留意事項(市ホームページ、スポーツ振興課、総合体育
館でも閲覧可)を必ずご確認の上、お申込みください。

ス ポ ー ツス ポ ー ツ スポーツ振興課☎072－433－7121スポーツ振興課☎072－433－7121

申込・問合せ先　スポーツ振興課☎072－433－7121

申込・問合せ先　スポーツ振興課☎072－433－7121

日　程

９月17日(日)

９月24日(日)

10月１日(日)

Ａ

Ｃ

Ｅ

Ｂ

Ｄ

Ｆ

午前９時30分
～11時

正午～
午後１時30分

第２期 子ども卓球教室

　卓球ジュニアサポートジャパンと連携して開催します。詳しくは
ホームページまたは総合体育館にある募集要項で確認してください。
日時(全７回)　９月７日～10月19日、木曜午後５時～６時30分場
所　卓球場＆ショップJOY対象　市内在住の年長～小学６年生定
員　12人(多数の場合は抽選)参加費　無料保険料　800円
申込　氏名・保護者氏名・ふりがな・生年月日・年齢・学年・性
別・住所・電話番号を記入しメール(sports@city.kaizuka.lg.jp)ま
たは窓口へ。メール１通に１人。複数申込不可締切 ８月18日(金)

募集

老人クラブフェスティバル

シニアフェスタかいづか
日時　９月12日(火)午後１時(正午開場)場所　コスモスシアター大
ホール内容　第１部：式典、第２部：演芸会・お楽しみ抽選会問
合せ先　高齢介護課☎072－433－7010
老人囲碁・将棋・バンパー大会(要申込)
日時　９月26日(火)午前10時～場所　市民福祉センター４階ロビー
ほか定員　各30人(６人以上で開催)参加費　無料表彰　各３位ま
で申込　９月１日(金)～12日(火)午前９時～午後５時(土・日除く)
申込・問合せ先　市民福祉センター☎072－433－7060
※いずれも、できるだけ公共交通機関を利用してお越しください。

対象は、市内在住の60歳以上のかたです。

☎072－433－7200☎072－433－7200

図　書　館図　書　館

◆おはなし会(土曜午前11時～)
８月12日・19日・26日　絵本の
コーナーで絵本や紙しばいを読み
ます９月２日　２階視聴覚室で
５歳ぐらいからを対象にストー
リーテリングをします
◆映画会(２階視聴覚室)午後１時
15分～
①子ども向け
８月16日(水)「パンダコパンダ」
８月17日(木)「プーさんのはちみ
つ騒動」
８月18日(金)「ユニコ」
②ファミリー向け
８月20日(日)「アニー」
定員　各40人(定員になり次第締
切)申込　窓口・電話で
※団体での申込みはできません。
◆夏休み工作ひろば(２階視聴覚
室)
　かんたんな「とびだすおも
ちゃ」を作ろう！
日時　８月10日(木)午前10時～、
午後２時～(１時間30分程度)対
象　市内在住の小学１～３年生
(保護者の付き添い可)定員　各
15人(定員になり次第締切)参加
費　無料申込　８月７日(月)ま
でに窓口・電話で(ご家族分のみ
受付)
◆夏休み子どものひろば
　小学生対象に視聴覚室を学習用
に開放します。
期間 ８月７日(月)までの午前９
時30分～午後５時
◆８・９月の休館日
火曜、８月11日(金)・31日(木)、
９月18日(月)・23日(土)・30日
(土)
◆移動図書館「ひまわり号」
８月はお休みです。

おしゃべりカフェ
　
日時　９月３日(日)午前10時～
正午場所　コミュニティース
ペースえーる内容　子育ての不
安や心配事、えーるスタッフとお
しゃべりしませんか？
参加費　無料問合せ
先　NPO法人えーる
☎080－3130－3567

広島の高校生による
原爆の絵展

日時　８月８日(火)～10日(木)
午前８時45分～午後５時場所　
市役所１階エントランス内容　
広島の被爆者のかたから原爆投下
後の様子を高校生が聴き描きまし
た参加費　無料問合せ先　新
日本婦人の会貝塚支部(牧野)☎090
－9704－1994

申込・問合せ先　
魅力づくり推進課
☎072－433－7059

インスタグラム

ハート交流館ハート交流館
☎072－432ー5959☎072－432ー5959

人形劇団クラルテがやってくる！
　「きのいいおんどり」「まてま
て小僧」の２本立て公演です。
日時　９月２日(土)午前10時30
分～11時30分(午前10時15分開場)
対象　小学１～３年生とその家
族定員　60人[多数の場合は８月
24日(木)抽選]参加費　無料申
込　氏名(参加者全員)・学年・電
話番号をメール・ファックス・窓
口・電話で締切　８月22日(火)
午後５時場所・問合せ先　ハー
ト交流館☎0 7 2ー432ー595 9、
FAX072－433ー4602

メール
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車イスのまま海に入ろう！
二色の浜でユニバーサル

ビーチ体験会

　ビーチマットをひき、水陸両用
車イスを使用して海水浴もできる
ユニバーサルビーチ体験イベント
を開催します。
日時　８月26日(土)午前10時～
午後３時場所　二色の浜海水浴
場対象　車イスをご
使用のかた定員　６
組(定員になり次第締
切)締切　８月25日
(金) 申込　二次元
コードで
問合せ先　魅力づくり推進課☎072
－433－7232

市制施行80周年記念事業
第21回ジョイント
フェスティバル

　市内５つの中学校の文化クラブ
による合同発表会です。中学生の
頑張る姿を見に、ぜひご来場くだ
さい。
日時　８月26日(土)午後１時30
分～３時30分場所　コスモスシ
アター大ホール
問合せ先　ジョイントフェスティバ
ル事務局(第一中学校)☎072－422－
1527

貝塚市吹奏楽団
ブラスバンドライブin山手2023

　夏のポップスコンサート！楽し
い企画ステージもあります♪
　初「YouTube生配信」します！

日時　８月27日(日)
午後１時30分場所　
山手地区公民館指揮
中西勲様曲目　新時
代・カーペンターズ
フォーエバーほか入場　無料
問合せ先　青少年教育課☎072－
433－7333

貝塚市文化協会展

　貝塚市文化協会会員による作品
展・舞台発表を実施します。
日時　９月９日(土)・10日(日)
①作品展：午前10時～午後７時(10
日は午後４時まで)②舞台：10日午
後１時30分～場所　山手地区公
民館観覧　無料
問合せ先　社会教育課☎072－433
－7125

貝塚市歴史文化
ワークショップ

　
　貴重な文化財を守り、観光や教
育、まちづくりなどに活かしてい
くワークショップを開催します！
対象　19歳以上の市民で全３回
出席可能なかた内容　寺内町周
辺のまちあるき、意見交換定員
30人(多数の場合は抽選)期間　
９月中に３回(１回
２時間程度)申込　
ホームページ掲載の
募集要項を確認の上、
参加申込書を持参、
郵送、メールで
申込・問合せ先　〒597-8585(住所
不要)社会教育課文化財保存活用室
☎0 7 2 － 4 3 3－ 7 1 2 6、メール
bunkazai@city.kaizuka.lg.jp

和泉葛城山ブナ林
国天然記念物指定100周年

記念シンポジウム

日時　８月26日(土)午後１時～
４時場所　大阪市立自然史博物

生涯学習だより生涯学習だより
館(大阪市東住吉区)参加費　無
料(入館料必要)定員　170人(定
員になり次第締切)内容　基調講
演１「天然記念物ってなに？―天
然記念物の保護の意味―」田中厚
志様(文化庁文化財調査官)、基調
講演２「ブナ林に迫る危機と協働
による保全」石原正恵様(京都大
学准教授)、パネルディスカッ
ション(YouTube同時配信あり)
問合せ先　(公財)大阪みどりのトラ
スト協会☎06－6614－6688

　
アウトドアコーヒーイベント
水間門前町邂逅(かいこう)

自然珈琲

　アウトドアコーヒーグッズの実
演販売、コーヒー焙煎体験、コー
ヒー・スイーツ・フードの販売な
どをします。
日時　８月27日(日)
午前10時～午後４時
場所　水間門前町喫
茶図書室
問合せ先 
kaizuka local alliance (永野)
☎090－5892－3451

☆かいづか☆学生まちづくり
プロジェクト ２期生募集

　若者の視点から自由にアイデア
を出し合い、地域住民や地域団体
などと連携・協力しながらイベン
トを実施し、最終的には将来、積
極的にまちづくりに参加し、活躍
できる人材の育成を目指すプロ
ジェクトです。
対象　まちづくりに興味・関心
のある高校生または大学生活動
内容　市の魅力をSNSで発信、つげ
さんのグッズ企画作成など定員
10人程度(定員になり次第締切)

申込　氏名(フリガナ)、生年月
日、住所、携帯電話番号、学校名、
学年をメールで(未成年のかたは
保護者の同意が必要)
申込・問合せ先　貝塚市まちづく
り推進委員会事務局(魅力づくり
推進課内)☎072－433－7230、
メールkyodo@city.kaizuka.lg.jp

泉州観光地域づくりセミナー

　中国のインスタグラムと呼ばれ
ているRED(小紅書)について紹介
します。2025年大阪・関西万博に
向け、本セミナーは訪日観光客が
回復している段階で中国観光客向
けのより効果的な情報発信方法を
紹介します。
日時　９月４日(月)午後２時30
分～４時場所　浪切ホール研修
室対象　泉州地域の
事業者定員　現地50
人、オンライン50人
(多数の場合は抽選)
締切　８月25日(金)
講師　竹山卓弥様
[㈱Isea　代表取締役]参加費　
無料申込　二次元コードで　
問合せ先　(一社)KIX泉州ツーリ
ズムビューロー☎072－436－3440

中学校卒業程度認定試験

　中学校卒業程度の学力があるか
どうかを認定するため、国が行う
試験です。
　合格者には高等学校の入学資格
が与えられます。
願書提出　９月１日(金)までに
文部科学省へ試験日　10月19日
(木)試験会場　大阪府立労働セ
ンター(大阪市)
問合せ先　学校教育課☎072－433
－7109

京都大学複合原子力科学研究所学術公開

日時　９月１日、10月６日、11月10日、12月１日、令和６年１月12
日、２月２日、３月１日のいずれも金曜午後１時～４時
内容　施設の公開見学(ペット同伴不可)
申込　希望日の４週前の金曜までに団体名、人数、責任者、連絡先
をメール、ファックス、郵便でお申し込みください。
持物　顔写真付きの公的機関が発行した身分証明書。中学生～大学
生は顔写真付きの学生証。(小学生以下は保護者同伴)
申込・問合せ先　〒590-0494　大阪府泉南郡熊取町朝代西２丁目　
京都大学複合原子力科学研究所　総務掛☎072－451－2300、FAX072
－451－2600、メールsoumu2@rri.kyoto-u.ac.jp

事例　突然パソコンの画面にウイルス警告がでた。慌てて、表示され
た電話番号にかけたところ「緊急性がある。ウイルスを削除するので
コンビニでプリペイド型電子マネー２万円分用意するように」と言わ
れた。その後も何度か電子マネーカードを購入し、裏の番号を相手に
伝えた。いつの間にか直ったときには30万円も支払っていた。

トラブルにあわないためには　こうした偽の警告によりコンビニから
プリペイド型電子マネーでの支払いを指示するケースが多々ありま
す。カード番号だけで利用できる電子マネーは番号を伝えてしまうと
お金を取り戻すことは大変難しくなります。絶対に番号や文字(ひらが
な、など)を伝えてはいけません。もし、番号などを言ってしまった
ら、すぐに電子マネー発行会社に連絡しましょう。
　セキュリティ対策には、信頼できるセキュリティソフトをインス
トールしておくなどの対応をしておき、突然の警告画面の指示に従わ
ないようにしましょう。
相談・問合せ先　貝塚市消費生活センター(市民相談室内)☎072－433
－7190または(独)情報処理推進機構(ＩＰＡ)情報セキュリティ安心相
談窓口☎03－5978－7509　

(115)
パソコンの画面にウイルス警告が表示された！パソコンの画面にウイルス警告が表示された！

岸城中学校夜間学級生岸城中学校夜間学級生

　大阪府内に住み、小学校や中学校を卒業していない、または十分な

教育を受けられないまま中学校を卒業した15歳以上のかたが対象です。

　詳しくはお問合せください。

授業料　無料授業時間　月曜～金曜、午後５時25分～８時30分

申込　2023年度９月入学は８月25日(金)～９月８日(金)、土・日は

除く。

申込・問合せ先　岸城中学校夜間学級☎072－438－6553(午後０時30分

～９時)、岸和田市教育委員会総務課☎072－423－9607(午前９時～午

後５時30分)

ぼしゅう
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　　申込

YouTube

申込

ホームページ



　貝塚米穀小売商業組
合様から、プログラミ
ング対応ドローン３台
とプログラミング用教
材10セットをご寄贈い
ただきました。
　ありがとうございま
す。

６月28日

６月11日

つげさん
Twitter

マチイロ

編集・発行　魅力づくり推進課☎072-433-7059(直通)〒597-8585 畠中1-17-1、貝塚市役所
(代表)☎072-423-2151　https://www.city.kaizuka.lg.jp/
発行部数：31,000部 印刷単価：15.99円 発行単価：61.44円(印刷・配送・人件費など)
７月１日現在(対前月比) 人口：82,737人(-64人) 世帯：38,289世帯(-17世帯)　

　本市出身で住友電工陸上競技部に所属してい
る丸山優真選手が、第107回日本選手権・男子
十種競技において見事優勝されました。
　また、９月29日から開催される杭州2022アジ
ア競技大会の日本代表選手に内定されました。
　おめでとうございます。

６月22日
　貝塚市火災予防協会様から消防本
部に対し、67万606円相当の事務機
器・訓練用資機材・啓発物品をご寄
贈いただきました。ありがとうござ
います。
　職員の技術向上、防火啓発に活用
させていただきます。

　第73回“社会を明るくする運動”市民集
会が開催されました。啓発動画の鑑賞や貝
塚バトントワリングクラブによる演技、大
阪府警察音楽隊による演奏などが
行われました。
　また、活動展示やCAPIC(刑務所
作業製品)が販売されました。
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７月１日

７月15日・16日

７月２日

　岸和田市貝塚市クリーンセンターで「岸
和田・貝塚３Ｒふれあいフェア」が開催さ
れ、多くのかたで賑わいました。
　分別縁日やエコマジックショーなど、楽
しみながら環境について学んでいました。

　泉州に夏をつげる貝塚太鼓台祭りが行
われました。７町から重さ約1.5トンの太
鼓台が担ぎ出されました。互いに競い合
う練り合いは圧巻の迫力で、担ぎ手・来
場者ともに大いに盛り上がり
ました。

７月12日

　７月１日に退任された本市人権擁護委員喜夛宗
治様が法務大臣からの感謝状を手に市役所を訪問
されました。喜夛様は、人権相談をはじめ、人権
教室や人権の花運動などの人権啓発活動を通じて
人権思想の普及高揚に尽力されました。
　ありがとうございます。

市長行動録

大阪公立大学工業
高等専門学校での講義

７月４日
　貝塚ロータリークラブ様から新庁舎用として150万円相
当の屋外ポール時計一式をご寄贈いただきました。
　ありがとうございます。

７月11日
　夏の風物詩「貝塚太鼓台祭り」を盛り
上げようと、大阪信用金庫貝塚支店のみ
なさんが、はっぴを着用して業務をされ
ました。
　また、ロビーには各町のはっぴや提灯
が展示されていました。

７月12日～17日
　かいづか国際交流協会(KAIFA)が
2001年から交流されている、台湾
国立台中科技大学の学生の皆様が
来訪されました。
　貝塚太鼓台祭りや日
本文化の体験、ホスト
ファミリーとの交流を
楽しまれました。

 酒井市長と田中宏司副理事長

ためまっぷ
かいづか

動画はこちら

動画はこちら

動画はこちら

　６月28日、寝屋川市にある大阪公立大学工業高等専門学校で、
都市環境コースを専攻している
４年生のみなさんに「貝塚市の
まちづくり」について講義を行
いました。
　この講義は、昨年私が同校を
訪問し、本市の技術職を将来の
進路に選択してもらうため、技
術分野の道を歩まれる学生のみ
なさんに向けた話をしたい、との思いをお伝えしたところ、先
生方や学校のご賛同をいただき実現に至りました。
　講義では自分自身の体験を交えながら、私の国土交通省時代
の仕事内容や国家公務員と地方公務員の役割の違いなどを紹介

しました。そのうえで、現在、
貝塚市が取り組んでいるまちづ
くりの内容や、貝塚市の職員だ
からこそ経験できる技術職とし
ての仕事の魅力などをお伝えし
ました。
　学生のみなさんは、私の講義
を熱心に受講してくださり、講
義後は様々な質問が寄せられ、

大変充実した時間を過ごすことができました。
　本市では今後も、人材確保の取組みとして大学や高校、高等
専門学校などを訪問し、貝塚市のPRや採用試験案内などの情報
を積極的に発信してまいります。

問合せ先　秘書課☎072－433－7316


